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２大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

先
達
の
英
知
と
汗
で
創
出
し
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
郷
土

「
大
成
町
」
閉
町
に
あ
た
っ
て
！　

私
た
ち
は
、
長
い
間
「
大
成
」
と
い
う
響
き
を
生
活
の
糧
に
老
い
も
若
き
も

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　

わ
が
郷
土
の
生
い
立
ち
は
、
今
か
ら
三
百
年
前
の
宝
永
時
代
、
先
人
た
ち
は

未
来
に
夢
を
馳
せ
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
駆
開
拓
を
礎
石
に
、
大
地
に
新
た
な
協

働
の
鍬
を
入
れ
、
海
を
拓
き
、
集
落
を
構
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

明
治
二
年
八
月
、
久
遠
郡
は
一
郡
九
ヶ
村
（
長
磯
村
、
貝
取
澗
村
、
平
田
内

村
、
湯
ノ
尻
村
、
日
方
泊
村
、
三
艘
澗
村
、
一
艘
澗
村
、
上
古
丹
村
及
び
太
田

村
）
と
な
り
、
今
年
で
百
三
十
六
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

強
靭
な
体
躯
に
勤
勉
な
開
拓
精
神
が
根
を
お
ろ
し
、
一
生
懸
命
に
頑
張
る
人

を
応
援
し
、
結
果
の
見
え
な
い
こ
と
を
黙
々
と
や
り
抜
い
て
き
た
万
里
の
道
程
、

今
日
あ
る
大
成
町
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
幾
多
の
方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
に
感

謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
大
成
町
は�
せ
た
な
町
大
成
区�
と
し
て
、
新

た
な
旅
立
ち
を
む
か
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
平
成
の
大
合
併
」・
・
・
大
成
町
の
歴
史
の
幕
が
閉
じ
て
も
、
こ
れ
ま
で
我

が
郷
土
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
の
偉
業
と
精
神
を
永
く
、
後
世
に
伝
え
、

日
本
海
に
輝
け
る
大
地
の
創
造
に
向
け
て
の
道
し
る
べ
と
な
る
こ
と
を
、
一
心

に
念
じ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

高畑 實 議長 花田千賀志 町長 久保 一 教育長高畑　　實　議長　　　　　　　　　　花田千賀志　町長　　　　　久保　　一　教育長

大
成
町
長

大
成
町
長

花

田

千
賀
志

　

花　

田　

千
賀
志

　　　★町の花　エゾヤマツツジ
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大
成
町
の
新
た
な
発
展
を
期
し
て
、
平
成
十
七
年
九
月
一
日
新
生
「
せ
た

な
町
」
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
二
年
久
遠
場
所
が
、
後
志
国
久
遠
郡
（
九
村
）
と
な
り
、
明
治
十
三

年
久
遠
・
奥
尻
・
太
櫓
・
瀬
棚
の
四
郡
役
所
が
久
遠
郡
に
設
置
さ
れ
、
同
時

に
戸
長
役
場
が
開
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
七
月
久
遠
村
・
貝
取
澗
村
が
合
併
し
、
大
成
村
と
な
り
、
昭

和
四
十
一
年
十
月
町
制
を
施
行
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、 
高
邁 
な
識
見
の
も
と
、
時
代
の
大
き
な
苦
難
、
幾
多
の
難
行
を

こ
う
ま
い

乗
り
越
え
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
議
論
を
重
ね
、
自
然
と
調
和
し
た
、
住
み

よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
戴
い
た
町
民
み
な
さ
ま
、
永
年
町
政
発

展
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
は
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
く
住

民
自
治
の
確
立
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
生
活

圏
の
広
域
化
な
ど
、
社
会
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、
わ
が
町
の
将
来
を
見
据
え
た
う
え
で
、
合
併
を

選
択
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
と
と
も
に
大
き
な
夢
の
あ
る
地
域
を
創
造

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
合
併
後
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

維
持
で
き
る
の
か
、
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
最
大
の

心
配
事
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
と
使
命
の
重
大
性
を
痛
感
し
、

心
意
気
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
要
望
や
意
見
等
を
町
政
に
届
け
、
住
民
の
安
全
と
潤

い
の
あ
る
住
み
よ
い
「
せ
た
な
町
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
り
に
臨
み
、
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
と
新
生
「
せ
た
な
町
」

の
輝
か
し
い
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

大
成
町
議
会
議
長

大
成
町
議
会
議
長

高

畑

實

　

高　

畑　
　
　

實

　

平
成
十
七
年
八
月
三
十
一
日
、
先
人
達
が
築
い
た
大
成
町
百
三
十
六
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
九
月
一
日
大
成
町
、
瀬
棚
町
、
北
檜
山
町
の
三
町
が
合

併
し
て
、
新
「
せ
た
な
町
」
が
誕
生
し
ま
す
。

　

大
成
町
開
庁
（
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
た
明
治
二
年
）
以
来
、
明
治
、
昭

和
、
平
成
と
三
度
目
の
大
合
併
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
脈
々
と
続
い
て
き
た
大
成
町

の
歴
史
、
文
化
、
教
育
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
合
併
後
に
お

い
て
も
未
来
に
夢
の
あ
る
地
域
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
に
関
わ
る
歴
史
を 
繙 
く
と
、
今
か
ら
百
二
十
五
年
前
、
明
治

ひ
も
と

十
三
年
に
現
在
の
久
遠
小
学
校
が
大
成
町
学
校
の
始
ま
り
と
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
人
々
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
に
よ
っ
て
小
学
校
は
も
と

よ
り
中
学
校
、
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ
、
今
日
の
大
成
町
の
教
育
を
推
進
す

る
原
動
力
と
な
り
多
く
の
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
後
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
大
成
町
の
文
化
と
伝
統
を
継
承
し
、
更

な
る
人
づ
く
り
と
地
域
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

大
成
町
教
育
委
員
会
教
育
長

大
成
町
教
育
委
員
会
教
育
長

久

保

一

　

久　

保　
　
　

一

　　　　　★町の木　オンコ（イチイ）
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■
い
つ
か
ら
こ
の
地
に
人
が
住
み
つ
い
た
か

　

最
初
の
人
類
形
跡
は
「
都
遺
跡
」「
小
歌
遺
跡
」

か
ら
出
土
し
た
石
器
、
土
器
等
の
遺
物
か
ら
推
測
す

る
と
縄
文
前
期
（
五
千
五
百
年
前
）
に
も
う
人
類
が

住
ん
で
い
た
。
ま
た
、
貝
取
澗
海
岸
沿
い
山
側
に
あ

る
洞
窟
を
平
成
二
年
よ
り
六
年
間
に
わ
た
り
毎
年
十

日
程
度
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
の
事
業
と
し
て
学
芸

員
一
行
六
名
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
多

く
の
遺
物
を
採
取
、
そ
れ
ら
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
縄

文
後
期
（
約
千
五
百
年
前
）
に
こ
こ
を
ね
ぐ
ら
に
古

代
の
人
が
住
み
つ
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼

ら
が
海
・
野
山
で
の
狩
猟
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
が

遺
物
の
内
容
か
ら
推
測
で
き
る
。
北
海
道
が
蝦
夷
地

と
言
わ
れ
た
時
代
、
松
前
領
地
以
外
は
和
人
の
居
住

は
御
法
度
、
し
か
し
、
そ
れ
に
拘
わ
ら
ず
和
人
が
住

ん
で
い
た
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
年
）
厚
谷
新

下
貞
政
松
前
七
代
公
広
よ
り
勲
功
に
よ
り
宇
須
辺
知

一
円
を
知
行
地
と
し
て
拝
領
し
て
い
る
。
そ
の
六
十

三
年
後
の
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
）
松
前
唐
津
の

人
、
厚
谷
四
五
平
請
負
人
と
な
り
支
配
人
を
配
し
、

ウ
ス
ベ
ツ
に
運
上
屋
を
置
い
た
。
こ
の
時
、
支
配
人

そ
の
他
数
人
が
こ
こ
に
住
み
始
め
た
。
こ
れ
が
和
人

の
最
初
の
住
人
と
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
享
保
四
年

（
一
七
一
九
年
）「
熊
石
よ
り
先
々
追
鰊
に
参
り
候
船

よ
り
毎
度
熊
石
番
所
へ
差
出
候
・
・
・
・
」
こ
の
追

鰊
に
出
漁
す
る
に
は
、
そ
の
地
の
場
所
請
負
人
と
の

契
約
が
必
要
と
な
り
、
許
可
さ
れ
れ
ば
収
穫
物
の
二

割
ま
た
は
一
割
を
請
負
人
に
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

請
負
人
に
と
っ
て
は
収
益
を
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
の
到

来
、
自
分
の
場
所
に
追
鰊
業
者
が
入
漁
す
る
こ
と
は

収
益
に
つ
な
が
る
の
で
歓
迎
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
に
漁
に
来
る
者
を
出
稼
者
と
言
っ
て
年
中
受

け
入
れ
ら
れ
る
。
入
役
と
し
て
男
一
人
一
貫
二
文
、

こ
こ
に
越
年
す
る
と
き
は
六
百
文
加
算
、
江
差
番
所

に
納
め
る
。
鰊
漁
で
は
高
い
入
漁
料
を
払
っ
て
も
、

高
い
収
入
を
得
ら
れ
る
。
生
計
の
安
定
を
保
つ
た
め

に
は
、
越
年
料
を
支
払
っ
て
小
屋
を
建
て
、
落
ち
着

い
て
年
中
働
け
る
こ
と
が
魅
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。
和

人
の
定
住
の
始
ま
り
は
、
こ
の
越
年
と
言
う
方
法
が

あ
っ
た
。
そ
の
裏
付
け
と
な
る
貴
重
な
書
類
が
あ
る
。

慶
応
元
年
に
西
地
九
謄
雲
御
場
所
越
年
家
人
別
書
と

言
う
書
物
を
請
負
人
が
役
所
に
提
出
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
越
年
小
屋
四
十
九
軒
、
人
別
二
百
二
十

七
人
、
男
百
二
十
七
人
、
女
百
七
人
と
あ
る
。
こ
れ

に
は
何
時
か
ら
越
年
を
始
め
た
の
か
年
号
も
家
族
数

も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

年　
　

号

享
徳　

三

寛
永
十
四

寛
文　

六

宝
永　

元

天
明　

三

西　
　

暦

一
四
五
四

一
六
三
七

一
六
六
六

一
七
〇
四

一
七
八
三

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
武
田
信
広
が
奥
尻
探
索
後
、
太
田
湾
に
上
陸
、
太
田

山
踏
査
、
太
田
権
現
の
尊
号
を
賜
る
。

・
松
前
藩
福
山
城
出
火
、
城
と
城
下
町
延
焼
七
世
藩
主

公
広
負
傷
、
厚
谷
貞
政
新
下
（
後
四
郎
兵
衛
）、
身
の

危
険
を
か
え
り
み
ず
救
出
に
あ
た
り
重
傷
を
負
い
翌

日
逝
く
、
藩
主
公
広
こ
の
功
を
讃
え
宇
須
辺
知
領
一

円
を
賜
わ
る
。

・
美
濃
の
国
円
空
太
田
に
巡
礼
す
る
。
洞
窟
に
こ
も
り

多
く
の
仏
像
を
彫
る
。

・
越
前
国
正
光
寺
空
念
太
田
山
に
詣
り
観
音
経
を
奉
納

す
る
。

・
厚
谷
四
五
平
（
四
郎
兵
衛
）
が
請
負
人
と
な
り
、
支

配
人
石
橋
屋
松
兵
衛
を
配
し
、
ウ
ス
ベ
ツ
に
運
上
屋

を
置
く
。

・
ク
ド
ウ
初
鰊
群
来
大
漁
。
内
地
か
ら
の
出
稼
者
は
入

役
と
し
て
男
一
貫
二
文
、
滞
在
し
て
越
年
は
六
百
文

加
算
し
て
江
差
番
所
へ
納
め
、
和
人
地
の
人
は
請
負

人
に
二
分
払
う
。

★貝取澗二洞窟における遺跡の発掘調査
（平成２年６月）

★武田信宏より太田権現の尊号を賜った
本殿を目指す「御山掛け」　　　　

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
のののののののののののののののののののの
ここここここここここここここここここここ
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でででででででででででででででででででで
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歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

大
成
町
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

　

九
月
一
日
を
も
っ
て
、
大
成
町
は
閉
町
を
迎
え
、
新
た
に
「
せ
た
な
町
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
当
町
に
お
け
る
人
類
の
形
成
は
縄
文
文
化
前
期
と
さ
れ
、
永
き
に
わ

た
り
大
成
町
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
で
き
ご
と
を
中
心
に
、
大

成
町
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。大

成
町
史
年
表
（
抜
粋
）

★都遺跡の発掘調査（昭和４２年１２月）
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■
温
泉
発
見
顛
末
記
（
貝
取
澗
常
磐
温
泉
）

　

明
治
の
始
め
、
鰊
漁
を
営
む
親
方
大
森
八
兵
衛
が

番
屋
を
貝
取
澗
に
置
き
鰊
の
群
来
る
春
ま
で
は
江
差

に
住
ま
い
漁
期
は
こ
の
地
で
過
ご
す
。
そ
の
年
の
漁

を
終
え
番
屋
に
留
守
番
の
若
者
豊
吉
を
置
き
引
き
上

げ
た
。
春
先
き
漁
時
期
も
近
く
な
っ
た
の
で
船
で
使

う
材
料
を
求
め
貝
取
澗
の
沢
に
入
り
手
頃
な
材
料
を

探
し
て
い
る
間
に
い
つ
し
か
沢
の
奥
に
迷
い
込
ん
で

い
た
。
悪
い
こ
と
に
天
候
が
一
変
し
粉
雪
が
舞
っ
て

く
る
。
こ
れ
は
大
変
と
急
い
で
帰
り
支
度
を
し
て
戻

ろ
う
と
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
吹
雪
は
つ
の
り
白
一
色

の
世
界
は
足
の
向
く
方
向
が
里
と
反
対
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
ず
ひ
た
す
ら
歩
き
に
歩
く
。
い
つ

し
か
疲
れ
果
て
気
力
も
薄
れ
そ
の
場
に
座
り
込
む
。

ど
の
く
ら
い
た
っ
た
の
か
、
い
つ
し
か
睡
魔
に
取
り

つ
か
れ
眠
っ
て
い
た
。
目
を
さ
ま
し
た
時
吹
雪
も
止

み
あ
た
り
は
静
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
凍
死
す
る
と
思

い
立
ち
上
が
る
。
ふ
と
、
前
方
に
積
も
っ
た
雪
の
あ

た
り
か
ら
煙
の
よ
う
な
も
の
が
、
恐
る
恐
る
そ
の
場

に
行
く
、
そ
こ
だ
け
が
黄
色
ぽ
い
土
、
そ
こ
か
ら
水

が
ぽ
こ
ぽ
こ
噴
き
出
し
て
い
る
。
手
を
入
れ
る
と
熱

い
、
温
泉
だ
。
冷
え
切
っ
た
手
足
を
ひ
た
し
て
い
る

う
ち
に
寒
気
も
引
き
人
心
地
が
つ
く
。
元
気
を
回
復

し
た
豊
吉
、
危
険
か
ら
脱
し
た
こ
と
と
温
泉
を
発
見

し
た
喜
び
で
一
杯
だ
っ
た
。
冷
静
に
な
っ
た
彼
は
、

里
の
方
向
を
見
極
め
迷
う
こ
と
な
く
番
屋
に
帰
り
つ

く
。
一
部
始
終
親
方
に
話
す
。「
良
く
助
か
っ
た
。

普
段
の
心
掛
け
が
良
い
か
ら
神
の
ご
加
護
だ
ろ
う
。

ど
ん
な
温
泉
か
見
た
い
の
で
案
内
し
て
く
れ
」。
早

速
豊
吉
は
親
方
を
案
内
、
発
見
現
場
に
、
温
泉
は
勢

い
よ
く
噴
き
出
し
て
い
る
。
小
屋
を
建
て
湯
治
場
に

す
る
こ
と
と
な
り
、
次
の
日
か
ら
材
料
を
運
び
湯
治

場
を
つ
く
る
。
評
判
を
聞
い
た
里
の
人
々
、
隣
近
所

誘
い
あ
っ
て
や
っ
て
く
る
。
湯
は
豊
富
、
里
の
人
達

の
憩
い
の
場
と
な
っ
た
。
永
久
に
尽
き
る
こ
と
の
な

い
温
泉
で
あ
る
よ
う
に
と
「
常
磐
温
泉
」
と
名
付
け

た
。
現
在
は
山
奥
の
湯
元
か
ら
国
民
宿
舎
「
あ
わ
び

山
荘
」
や
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
に
温
泉
を
引
き
心
と

体
の
疲
れ
を
癒
す
温
泉
郷
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

寛
政　

元

　
　
　

十

文
政　

元

天
保　

二

　
　
　

五

　
　

十
一

弘
化　

二

嘉
永　

五

安
政　

二

　
　
　

三

　
　
　

四

一
七
八
九

一
七
九
八

一
八
一
八

一
八
三
一

一
八
三
四

一
八
四
〇

一
八
四
五

一
八
五
二

一
八
五
五

一
八
五
六

一
八
五
七

・
三
河
の
人
菅
江
真
澄
が
久
刀
布
を
通
り
太
田
山
参
詣

し
、
見
聞
し
た
風
俗
・
習
慣
な
ど
ま
と
め
る
。
円
空

の
彫
っ
た
仏
像
の
多
く
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
絵

を
描
き
文
を
記
す
。

・
幕
吏
三
橋
藤
右
衛
門
一
行
二
十
七
人
外
松
前
藩
士
等

ク
ド
ウ
澗
に
入
り
巡
視
す
る
。

・
太
田
山
岩
窟
に
内
祠
を
造
り
不
動
尊
外
童
子
二
神
を

津
軽
の
人
山
田
助
右
衛
門
が
安
置
す
る
。

・
乙
部
村
の
爭
貝
取
澗
に
越
年
す
る
。

・
熊
石
の
人
斉
藤
久
右
衛
門
が
平
田
内
に
越
年
を
始
め
る
。

・
江
差
の
人
神
野
彦
衛
門
が
太
田
に
越
年
を
始
め
る
。

・
石
橋
松
兵
衛
が
笊
網
を
使
用
す
る
。

・
松
浦
武
四
郎
が
熊
石
よ
り
ク
ド
ウ
に
入
り
太
田
を
通
る
。

・
真
言
僧
宗
倹
が
太
田
山
の
別
当
と
し
て
居
住
す
る
。

・
石
橋
松
兵
衛
が
牝
馬
四
頭
を
購
入
す
る
。
箱
館
奉
行

よ
り
牝
馬
五
頭
下
与
さ
れ
る
。

・
宗
倹
諸
人
の
た
め
太
田
遥
拝
所
前
後
一
里
半
を
開
削
、

箱
館
奉
行
よ
り
三
十
両
賜
る
。

・
帆
越
山
麓
に
観
音
石
像
を
配
す
。
以
後
観
音
山
と
い

う
。

・
箱
館
奉
行
付
松
浦
武
四
郎
が
ク
ド
ウ
領
を
巡
視
す
る
。

太
田
山
参
詣
。

・
箱
館
奉
行
支
配
頭
向
山
源
太
夫
が
ク
ド
ウ
領
受
取
り

の
た
め
来
る
。

・
江
差
の
鈴
木
甚
右
衛
門
、
津
軽
の
庄
兵
衛
、
関
内
か

ら
フ
ト
ロ
に
至
る
山
道
開
削
を
出
願
許
可
さ
れ
る
。

・
箱
館
奉
行
調
査
下
役
を
ク
ド
ウ
に
置
く
。

・
三
月
、
太
田
山
道
開
削
に
着
手
し
翌
年
五
月
完
成
す
る
。

■
「
漁
業
の
町
大
成
」
の
基
盤
を
形
成
し
た
先

　
　

達
の
記
録

　

鰊
漁
を
生
業
と
し
た
先
達
、
春
の
鰊
が
豊
漁
で
あ

る
と
あ
と
の
半
年
は
寝
て
暮
ら
す
と
言
わ
れ
た
。
明

治
以
前
の
蝦
夷
地
は
、
和
人
が
自
由
に
住
め
な
い
場

所
、
漁
が
終
わ
る
と
自
分
の
国
元
へ
、
し
か
し
、
厳

し
い
規
制
も
時
代
と
と
も
に
緩
や
か
に
な
り
、
役
所

に
越
年
料
を
支
払
う
と
住
め
る
よ
う
に
な
る
。
仮
小

屋
を
建
て
鮭
・
鱒
・
イ
カ
等
の
漁
獲
に
従
事
、
現
在

の
漁
業
に
つ
な
が
る
。
明
治
に
な
っ
て
誰
も
が
自
由

に
住
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
鰊
漁
で
財
を
な
し

た
先
達
も
少
な
く
な
い
。
さ
し
も
の
鰊
も
大
正
四
年

を
最
後
に
幻
の
魚
と
な
っ
た
。
寛
政
元
年
（
一
七
八

九
年
）
の
春
、
菅
江
真
澄
は
数
日
間
久
遠
に
滞
在
し

見
聞
し
た
鰊
漁
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

「
鰊
が
群
来
て
く
る
こ
ろ
は
都
会
の
雑
踏
に
ま
さ
る

ほ
ど
賑
わ
し
く
な
り
、
海
は
真
っ
白
く
白
み
わ
た
っ

て
や
す
の
柄
、
舟
の
櫂
な
ど
を
魚
の
群
れ
の
中
に
立

て
て
も
土
に
刺
し
た
よ
う
で
倒
れ
ま
せ
ん
。
舟
は
木

の
葉
を
散
ら
し
た
よ
う
に
た
く
さ
ん
漕
ぎ
だ
し
櫓
・

梶
の
音
が
山
を
ゆ
る
が
す
よ
う
に
響
き
昼
夜
を
わ
か

た
ず
海
と
陸
と
も
人
が
往
来
し
て
忙
し
い
。
ま
た
、

火
を
た
て
る
と
言
っ
て
、
こ
こ
の
磯
か
ら
火
を
高
く

焚
い
て
鰊
の
群
れ
が
来
た
と
ほ
か
の
浦
に
知
ら
せ
ま

す
。」

★明治の頃「豊吉」が辿った
　貝取澗渓谷を自然観察する
風景　　　　　　　　　

★明治期の鰊場の作業風景描写図★明治期の鰊場の作業風景描写図
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年　
　

号

安
政　

四

　
　
　

五

　
　
　

六

万
延　

元

文
久　

元

　
　
　

二

元
治　

元

慶
応　

二

　
　
　

三

西　
　

暦

一
八
五
七

一
八
五
八

一
八
五
九

一
八
六
〇

一
八
六
一

一
八
六
二

一
八
六
四

一
八
六
六

一
八
六
七

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
安
芸
の
人
行
者
政
四
良
が
奉
納
し
た
太
田
山
の
字
を

象
っ
た
鉄
製
の
定
灯
篭
を
、
太
田
湾
を
望
む
大
岩
に

宗
倹
（
後
の
美
泉
定
山
）
が
設
置
し
航
海
安
全
の
灯

を
と
も
す
。

・
箱
館
東
本
願
寺
営
刹
中
に
大
乗
坊
を
創
立
す
る
。

・
幕
府
平
田
内
小
川
に
寄
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
。

寄
場
の
裏
山
に
稲
荷
神
社
を
建
立
す
る
。（
開
基
長

坂
庄
兵
衛
）

・
乙
部
長
徳
寺
八
世
大
賢
和
尚
志
願
に
よ
り
、
宗
谷
に

至
る
ま
で
観
音
像
配
置
第
一
番
を
石
橋
屋
宅
に
安
置

す
る
。
石
橋
屋
自
費
を
も
っ
て
一
艘
澗
に
小
宇
を
建

て
観
音
堂
と
称
す
。

・
菊
地
又
次
郎
太
田
場
所
に
改
良
建
網
を
用
い
る
。

・
長
坂
庄
兵
衛
差
配
人
と
な
り
臼
別
寄
場
建
設
に
着
工

す
る
。

・
行
脚
僧
常
陸
の
国
安
良
観
音
堂
守
と
な
る
。

・
長
坂
恒
三
郎
（
太
田
組
頭
）
太
田
村
へ
移
住
す
る
。

・
臼
別
寄
場
が
完
成
す
る
。
差
配
人
長
坂
庄
兵
衛
、
定

役
長
谷
川
儀
之
郎
、
同
心
丈
野
六
郎
・
杉
山
章
右
衛

門
、
医
師
大
熊
某
、
足
軽
二
名
、
小
者
数
名
。

・
臼
別
寄
場
を
廃
止
。
十
月
に
寄
場
よ
り
奥
尻
へ
流
罪

人
十
名
送
る
。

・
山
田
六
兵
衛
が
臼
別
よ
り
久
遠
に
移
り
建
網
を
建
て
、

漁
舎
改
築
船
澗
を
開
掘
す
る
。

・
斉
藤
久
右
衛
門
、
荒
谷
幸
吉
が
建
網
を
使
用
す
る
。

・
能
登
の
人
大
森
八
兵
衛
が
貝
取
澗
に
移
住
し
、
漁
場

を
開
く
。

■
管
江
真
澄
の
湯
浴
み
し
た
臼
別
温
泉
の 
大
人 
伝
説

お
お
び
と

　

二
百
数
十
年
前
太
田
山
を
参
詣
し
た
真
澄
、
そ
の

日
は
ア
イ
ヌ
の
家
で
宿
を
借
り
次
の
日
は
「
く
ど
ふ

（
久
遠
）」運
上
屋
に
泊
ま
る
。
翌
日
ひ
ら
た
な
い
に

着
き
鰊
小
屋
に
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
う
。
朝
、
こ
の
家

の
人
達
が
ウ
シ
ジ
リ
と
言
う
山
奥
の
温
泉
に
行
く
と

支
度
し
て
い
る
。「
わ
た
し
も
そ
の
い
で
湯
を
見
た

い
。」「
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
。」
と
誘
わ
れ
た
。
川
辺

づ
た
い
に 
木
賊 
の
原
、
竹
や
ぶ
の
中
を
か
き
分
け
る
。

と
く
さ

　

路
は
な
し
。
倒
れ
た
木
を
渡
り
逆
巻
く
流
れ
の
川

を
三
十
回
ば
か
り
も
入
っ
て
渡
っ
た
。
路
は
二
里
ほ

ど
し
か
な
い
の
に
難
渋
し
た
。
よ
う
や
く
着
い
た
。

深
い
谷
の
底
を
流
れ
る
渓
流
に
た
ぎ
り
混
じ
っ
て
湧

き
出
る
湯
が
あ
っ
た
。
入
浴
す
る
と
こ
ろ
を
つ
く
ろ

う
と
木
を
伐
っ
て
立
て
、 
菅 
ご
も
で
周
囲
を
か
こ
い

す
げ

屋
根
を
覆
い
む
し
ろ
を
敷
く
と
小
屋
が
で
き
た
。

　

着
物
を
脱
ぎ
湯
を
浴
び
た
が
熱
い
。
ま
た
、
た
い

そ
う
ぬ
る
い
冷
泉
も
、
老
人
が
「
こ
の
湯
に
は
知
ら

な
い
旅
人
が
う
っ
か
り
来
て
入
浴
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
大
人 
と
言
っ
て
口
は
耳
ま
で
さ
け
、 
身
丈 
の
た
い
そ

お
お
び
と 

み
の
た
け

う
高
い
者
が
普
通
の
人
の
よ
う
に
化
け
て
入
り
混
じ

り
身
の
筋
を
抜
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
山
に
は
そ
の

よ
う
な
も
の
が
住
ん
で
い
る
の
で 
大
人 
と 
羆 
（
ひ
ぐ

お
お
び
と 

ひ
ひ

ま
）
の
こ
と
は
決
し
て
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
。」

と
言
っ
た
。
女
の
子
が
「
こ
の
峯
か
ら 
大
人 
が
ど
ん

お
お
び
と

ど
ろ
（
大
木
を
三
尺
ほ
ど
に
伐
っ
た
も
の
）
や
大
石

な
ど
こ
ろ
が
し
落
と
す
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
た
。」な

ど
と
耳
に
口
を
あ
て
て
さ
さ
や
い
た
。
日
が
暮
れ
た

の
で
た
き
ぎ
を
高
く
積
み
火
を
焚
い
て
七
・
八
人
の

人
が
そ
ろ
っ
て
寝
た
。
そ
れ
は 
羆 
を
寄
せ
付
け
な
い

ひ
ひ

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
真
澄
は
臼
別
の
地
で
「
い

づ
る
湯
の
け
ふ
り
の
末
に
さ
く
ら
花　

梢
は
春
の
色

に
か
す
み
て
」
と
詠
ん
で
い
る
。

　

現
在
は
か
つ
て
あ
っ
た
ひ
な
び
た
湯
宿
は
平
成
七

年
に
建
て
替
え
ら
れ「
湯
と
ぴ
あ
臼
別（
臼
別
温
泉
）」

と
し
て
新
装
さ
れ
、
誰
も
が
楽
し
く
入
浴
す
る
こ
と

が
で
き
る
温
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

■
自
然
が
造
形
し
た
「
奇
岩
め
ぐ
り
」

　

長
磯
か
ら
太
田
の
尾
花
岬
ま
で
連
綿
と
続
く
海
岸

線
、
入
り
江
と
岬
が
交
叉
し
、
自
然
の
醸
し
だ
す
景

観
は
変
化
に
富
み
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
姿
で
大
小

の
奇
岩
が
連
な
り
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
偉
大
さ
と
造

形
美
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
ま
す

★新装した「湯とぴあ臼別」の
　露天風呂で温泉入浴を楽しむ
　観光客　　　　　　　　　　

★夫婦岩
春うららな　日本海　海は藍
色　どこまでも　岬めぐれば
　二つ岩　強風怒濤　避ける
よう　そばに寄り添い　かば
いあう　仲睦まじき　夫婦岩

★
親
子
熊
岩

溺
れ
る
子
熊　

助
け
あ
げ　

慈
愛
あ
ふ
れ
る
ま
な
ざ

し
で　

子
熊
見
つ
め
る
母
熊
の　

親
子
の
情
け
が　

ひ
し
ひ
し
と　

眺
め
る
人
の　

胸
を
う
つ

★マンモス岩
日本海を　バックにし　わがも
の顔に　闊歩する　一際大きな
　マンモスは　姿形を　そのま
まに　岩に変身　どっしりと
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明
治　

二

　
　
　

四

　
　
　

五

　
　
　

六

　
　
　

七

　
　
　

八

　
　
　

九

一
八
六
九

一
八
七
一

一
八
七
二

一
八
七
三

一
八
七
四

一
八
七
五

一
八
七
六

・
太
政
官
布
告
に
よ
り
蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
称
し
十

一
国
八
十
六
郡
を
置
く
。

・
八
月
、
久
遠
・
奥
尻
郡
福
岡
藩
分
領
支
配
と
な
る
。

・
久
遠
郡
は
太
田
・
上
古
丹
・
一
艘
澗
・
三
艘
澗
・
日

方
泊
・
湯
ノ
尻
・
平
田
内
・
貝
取
澗
・
長
磯
の
九
村

と
な
る
。

・
一
艘
澗
村
の
稲
荷
神
社
が
新
政
府
か
ら
郷
社
久
遠
神

社
と
し
て
許
可
さ
れ
る
。
祠
官
宇
田
真
弓
寺
小
屋
正

廼
舎
を
設
立
し
、
宇
田
真
弓
子
弟
に
読
み
書
き
を
教

え
る
。

・
神
仏
混
淆
禁
止
の
布
令
、
太
田
山
権
現
の
仏
像
、
大

日
堂
建
立
し
遷
座
す
る
。

・
開
拓
使
よ
り
、
太
田
山
神
社
の
社
号
認
可
、
祭
神
猿

田
彦
命
と
な
る
。

・
八
月
、
諸
藩
華
士
族
等
に
よ
る
分
領
支
配
を
廃
止
し
、

久
遠
・
奥
尻
郡
は
福
岡
藩
か
ら
開
拓
使
へ
返
上
す
る
。

・
二
月
、
久
遠
郡
が
福
岡
藩
よ
り
開
拓
使
へ
引
渡
す
。

・
一
艘
澗
村
に
仮
病
院
を
置
く
。（
福
岡
藩
よ
り
引
継
ぐ
）

・
三
月
、
大
年
寄
・
中
年
寄
・
町
代
を
廃
止
、
戸
長
・

副
戸
長
・
用
掛
を
置
く
。

・
十
月
、
函
館
・
室
蘭
・
札
幌
・
小
樽
間
、
函
館
・
福

山
・
江
差
・
久
遠
間
郵
便
路
線
を
開
設
す
る
。

・
一
艘
澗
村
に
五
等
郵
便
役
所
を
開
設
す
る
。

・
米
国
人
モ
ン
ロ
ー
一
行 
臼
別
川
・
小
川
調
査
、
砂
金

を
発
見
す
る
。

・
太
田
山
神
社
社
祠
代
理
小
糖
口
作
太
郎
社
務
を
掌
す
。

・
瀬
棚
・
奥
尻
両
郡
に
勤
番
所
を
設
け
、
久
遠
出
張
所

管
理
と
す
る
。

・
久
遠
駅
逓
駅
場
を
建
て
る
。

・
海
関
所
、
江
差
・
寿
都
・
森
・
久
遠
・
当
別
・
戸
井
・

山
越
の
八
出
張
所
と
な
る
。

・
久
遠
病
院
を
函
館
病
院
出
張
所
と
改
称
す
る
。

■
久
遠
郵
便
局
の
始
ま
り

　

官
設
の
郵
便
機
関
に
よ
っ
て
、
公
私
用
の
別
な
く

全
国
ど
こ
で
も
一
定
の
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
東
京
〜
大

阪
で
こ
れ
が
近
代
郵
便
の
始
ま
り
で
、
北
海
道
で
は

最
初
の
郵
便
機
関
が
明
治
五
年
七
月
函
館
に
つ
く
ら

れ
「
函
館
郵
便
役
所
」
が
設
置
さ
れ
る
。

・
函
館
―
福
山
―
江
差
―
久
遠
の
西
の
線

・
函
館
―
森
（
海
上
を
経
て
）
―
室
蘭
―
千
歳
―
小

樽
ま
で
の
北
の
線

　

久
遠
郡
一
艘
澗
村
に
五
等
郵
便
役
所
が
設
置
さ
れ

職
員
一
名
の
五
等
局
と
し
て
開
局
。
久
遠
は
北
海
道

郵
便
の
最
古
参
に
属
す
る
。
久
遠
か
ら
函
館
へ
の
郵

便
は
月
に
三
回
の
往
復
便
で
あ
っ
た
が
、
明
治
八
年

に
は
月
六
回
の
往
復
便
の
定
期
と
な
り
明
治
九
年
に

は
月
九
回
の
定
期
便
に
増
え
る
。
郵
便
役
所
設
置
と

同
時
に
駅
逓
所
も
併
設
さ
れ
郵
便
物
は
そ
の
駅
逓

夫
・
駅
員
に
よ
っ
て
逓
送
さ
れ
た
。
久
遠
の
隣
の
駅

逓
は
熊
石
・
太
櫓
・
奥
尻
で
奥
尻
へ
の
海
路
は
冬
期

間
が
大
変
で
あ
っ
た
。
久
遠
郵
便
局
（
明
治
十
四
年

七
月
改
称
）
は
明
治
二
十
一
年
七
月
よ
り
国
内
通
常

為
替
業
務
と
貯
金
業
務
を
開
始
し
、
明
治
二
十
二
年

十
月
に
は
和
文
電
信
業
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

明
治
三
十
三
年
平
田
内
か
ら
奥
尻
島
へ
海
底
電
信

線
が
敷
設
、
明
治
三
十
五
年
十
二
月
に
太
田
郵
便
取

扱
所
が
設
置
、
貝
取
澗
郵
便
局
は
明
治
三
十
八
年
に

開
局
し
昭
和
五
十
八
年
三
月
に
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
。

宮
野
郵
便
局
は
昭
和
十
九
年
に
設
置
さ
れ
る
。

■
歴
代
の
郵
便
局
長

★
狸
岩

大
き
な
お
腹　

突
き
出
し
て　

得
意
満
面　

そ
の
顔

は　

愛
嬌
た
っ
ぷ
り　

狸
岩　

月
夜
の
楽
し
み　

腹

づ
つ
み　

ポ
ン
ポ
コ
ポ
ン
と
打
ち
鳴
ら
す

★
三
味
線
岩

沖
の
カ
モ
メ
が　

悲
し
げ
に　

鳴
く
音
も
か
す
か
き

え
て
い
く　

誰
が
つ
ま
び
く　

三
味
の
音
は　

海
面

を
わ
た
り　

遙
か
沖　

主
を
求
め
て　

消
え
て
ゆ
く

★
太
田
山

帆
越
ト
ン
ネ
ル　

通
り
抜
け　

視
界
広
が
る
目
の
前

に　

立
ち
は
だ
か
る
は　

峻
嶺
の　

山
岳
霊
場　

太

田
山　

頂
き
近
く
の　

洞
窟
は　

神
が
お
わ
す　

本

殿
か　

冷
気
た
だ
よ
う　

雲
の
中

久
遠
郵
便
局

歴　

代

初　

代

２　

代

３　

代

４　

代

５　

代

６　

代

７　

代

８　

代貝取
澗
郵
便
局

歴　

代

初　

代

２　

代

３　

代

氏　

名

山
田
六
兵
衛

山
田　

久
吉

大
野
亥
三
郎

佐
野
又
四
郎

佐
野　

小
鹿

佐
野　

佐
守

斉
藤　
　

力

稲
船　
　

弘

氏　

名

堤　

勘
五
郎

堤　

卯
三
郎

堤　

秀
三
郎

太
田
郵
便
局

歴　

代

初　

代

２　

代

３　

代

４　

代

５　

代

６　

代

７　

代宮
野
郵
便
局

歴　

代

初　

代

２　

代

３　

代

４　

代

氏　

名

長
坂　

長
八

氏
家　

直
方

長
坂　

平
作

佐
野　

小
鹿

長
坂
長
四
郎

佐
野　

佐
守

長
坂　

恒
利

氏　

名

浜
口　

梅
二

浜
口　
　

利

浜
口　

幸
登

室
谷　

貢
司
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年　
　

号

明
治　

九

　
　
　

十

　
　

十
一

　
　

十
二

　
　

十
三

　
　

十
四

　
　

十
五

西　
　

暦

一
八
七
六

一
八
七
七

一
八
七
八

一
八
七
九

一
八
八
〇

一
八
八
一

一
八
八
二

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
全
道
を
大
小
区
画
に
定
め
、
三
十
大
区
百
六
十
六
小

区
と
す
る
。
久
遠
郡
は
八
大
区
三
小
区
と
な
る
。

・
函
館
病
院
久
遠
出
張
所
を
廃
止
す
る
。

・
八
月
、
第
八
大
区
区
務
所
を
一
艘
澗
村
に
置
き
、
第

三
小
区
長
に
菊
地
又
次
郎
、
副
戸
長
に
石
橋
健
吉
を

任
命
す
る
。

・
函
館
本
願
寺
営
刹
中
の
大
乗
坊
を
移
す
。
寺
号
の
認

可
を
得
て
大
乗
寺
と
な
る
。

・
郡
区
町
村
編
成
法
に
よ
り
大
小
区
を
廃
し
郡
区
町
村

を
置
く
。
一
艘
澗
に
久
遠
・
奥
尻
・
太
櫓
・
瀬
棚
郡

の
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
る
。
郡
長
代
理
に
柴
徹
郎
を

任
命
す
る
。

・
開
拓
使
町
村
戸
長
事
務
取
扱
所
を
戸
長
役
場
と
改
称

し
、
一
艘
澗
村
一
番
地
に
置
く
。

・
公
立
久
遠
学
校
が
一
艘
澗
村
に
公
立
上
古
丹
学
校
が

上
古
丹
村
に
開
校
す
る
。

・
三
艘
澗
村
に
五
等
郵
便
局
を
開
設
す
る
。

・
貝
取
澗
外
二
村
戸
長
役
場
を
平
田
内
村
よ
り
貝
取
澗

村
に
移
転
す
る
。

・
日
方
泊
・
三
艘
澗
・
一
艘
澗
村
が
合
併
し
、
久
遠
村

と
な
る
。

・
久
遠
村
巡
査
交
番
所
が
設
置
さ
れ
る
。

・
太
田
村
に
五
等
郵
便
局
を
置
く
。

・
平
田
内
村
臼
別
川
渡
船
場
あ
り
、
渡
銭
一
人
一
銭
五

厘
で
あ
っ
た
。

・
公
立
平
田
内
学
校
・
公
立
湯
ノ
尻
学
校
・
公
立
太
田

学
校
・
公
立
長
磯
学
校
・
公
立
貝
取
澗
学
校
が
開
校

す
る
。

・
開
拓
使
を
廃
し
、
函
館
・
根
室
・
札
幌
の
三
県
を
置

く
。

■
明
治
期
の
歴
代
戸
長

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
久
遠
郡
一
艘
澗
村

に
湯
ノ
尻
村
、
日
方
泊
村
、
三
艘
澗
村
、
一
艘
澗
村
、

上
古
丹
村
、
太
田
村
の
六
ケ
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ

れ
、
ま
た
久
遠
郡
平
田
内
村
に
長
磯
村
、
貝
取
澗
村
、

平
田
内
村
の
三
ケ
村
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
る
が
翌

年
貝
取
澗
村
に
移
転
と
な
る
。
い
づ
れ
も
野
村
庵
が

初
代
戸
長
に
就
く
。

■
歴
代
の
戸
長

久
遠
村
外
三
ケ
村

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

９
代

貝
取
澗
村
外
二
ケ
村

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

９
代

　

代
１０
　

代
１１
　

代
１２
　

代
１３
　

代
１４
　

代
１５
　

代
１６
　

代
１７
　

代
１８
　

代
１９
　

代
２０
　

代
２１
　

代
２２
　

代
２３

職　
　
　
　

名

久
遠
郡
戸
長

太
田
村
外
五
ケ
村
戸
長

（
後　

久
遠
村
外
三
ケ
村
）

久
遠
郡
外
三
郡
長

（
兼　

久
遠
村
外
三
ケ
村
戸
長
）

久
遠
郡
外
三
郡
長
心
得

（
兼　

久
遠
村
外
三
ケ
村
戸
長
）

久
遠
村
外
三
ケ
村
戸
長

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃
職　
　
　

名

久
遠
郡
戸
長

貝
取
澗
村
外
二
ケ
村
戸
長

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

氏　

名

野
村　
　

庵

金
野
源
八
郎

林　
　

顕
三

十
倉　

綱
紀

氏
家　

直
方

宗
像　

健
輔

三
浦
邦
之
助

斉
藤　

武
美

村
賀
多
良
明

氏　

名

野
村　
　

庵

原　
　

藤
助

塩
田
作
右
衛
門

長
嶺　

将
則

大
高　
　

弘

磯
松
年
太
郎

蒔
苗　

清
彦

菊
地　

正
吉

露
口　

三
松

泰　
　

鉄
治

奥
平　
　

了

斉
藤　

武
美

古
賀
為
次
郎

的
場　
　

励

本
間　
　

直

小
山
内
小
一
郎

石
井
又
次
郎

窪
田　

元
治

小
貫
勝
三
郎

本
間　
　

直

佐
藤　

久
治

佐
藤　

豊
英

真
田　

甚
八

★
定
燈
篭

社
務
所
そ
ば
の　

定
燈
篭　

太
田
山
と
形
ど
る　

台
座
の
岩
に
文
字
か
す
か　

安
政
四
年
と　

読
み
と

れ
る　

隣
合
わ
せ
の　

岩
一
つ　

不
思
議
や
不
思
議

そ
の
形　

海
亀
岩
が　

首
も
た
げ

★
獅
子
岩

岬
の
名
前
は　

尾
花
岬　

大
海
原
を　

え
ぐ
る
よ
う

　

そ
の
突
端
の
形
象
を　

ま
な
こ
こ
ら
し
て
よ
く
見

れ
ば　

獲
物
を
ね
ら
い　

待
ち
伏
せ
る　

百
獣
の
王

　

獅
子
に
似
る　

味
な
こ
と
す
る　

自
然
の
妙　

神

の
造
形　

摩
訶
不
思
議



９ 大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

明
治
十
六

　
　

十
七

　
　

十
八

　
　

十
九

　
　

二
十

　
　

二
十
二

　
　

二
十
三

　
　

二
十
四

　
　

二
十
五

　
　

二
十
九

一
八
八
三

一
八
八
四

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
七

一
八
八
九

一
八
九
〇

一
八
九
一

一
八
九
二

一
八
九
六

・
久
遠
村
に
消
防
組
が
で
き
る
。
上
古
丹
村
宮
古
で
消

防
足
揃
式
を
挙
行
す
る
。

・
太
田
村
漁
業
協
同
組
合
業
務
を
開
始
す
る
（
頭
取
神

野
彦
三
郎
）。

・
柴
郡
長
転
出
す
る
。
函
館
県
御
用
係
林
顕
三
が
郡
長

に
任
命
さ
れ
る
。

・
函
館
県
よ
り
西
洋
農
具
ブ
ラ
オ
・
バ
ロ
ー
な
ど
借
用

し
各
郡
部
に
試
み
さ
せ
た
。

・
一
月
三
日
久
遠
神
社
で
久
遠
い
も
祭
り
を
行
う
。

・
各
郡
区
役
所
所
在
地
に
警
察
署
を
設
置
す
る
。
署
長

は
郡
長
が
兼
任
す
る
。

・
郡
役
所
雇
員
三
浦
金
十
郎
、
業
務
中
太
櫓
山
中
の
道

に
迷
い
命
を
失
う
。

・
久
遠
小
学
校
に
淳
風
小
学
校
（
湯
ノ
尻
村
）
上
古
丹

小
学
校
（
上
古
丹
村
）
を
合
併
し
宮
古
へ
移
転
す
る
。

・
林
郡
長
、
増
毛
外
五
郡
長
兼
宗
谷
各
郡
長
と
な
り
転

出
す
る
。
十
倉
綱
紀
郡
長
心
得
と
な
る
。

・
宮
古
に
郡
役
所
が
落
成
し
移
転
す
る
。

・
久
遠
外
三
郡
役
所
、
檜
山
・
爾
志
郡
役
所
に
統
合
さ

れ
る
。

・
函
館
・
江
差
・
久
遠
・
瀬
棚
・
奥
尻
間
に
通
運
便
が

開
始
す
る
。

・
加
藤
重
兵
衛
、
鰊
陸
揚
機
械
を
漁
場
に
据
え
付
け
し
、

労
働
の
軽
減
を
図
る
。

・
私
設
久
遠
村
消
防
組
が
公
設
久
遠
村
消
防
組
と
改
称

さ
れ
る
。

久　
　

遠　
　

村　
　

村　
　

長

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

９
代

　

代
１０
　

代
１１
　

代
１２
　

代
１３
　

代
１４
　

代
１５
　

代
１６
　

代
１７
　

代
１８

貝　

取　

澗　

村　

村　

長

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

大　
　

成　
　

村　
　

村　
　

長

歴
代

初
代

２
代

３
代

大　
　

成　
　

町　
　

町　
　

長

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

９
代

　

代
１０

氏
名

村
賀
多
良
明

鈴
木
簾
四
郎

井
元　

広
誉

清
水　

一
郎

窪
田　

元
治

栗
木　

三
吉

石
井　

準
吉

渋
谷
甚
太
郎

新
納　

晴
秋

小
貫
勝
三
郎

伊
在
井
喜
蔵

新
納　

晴
秋

栗
田　

子
誠

国
頭
自
由
吉

武
田
源
五
郎

高
田　

留
蔵

滝　
　

嘉
一

吉
田　

角
三

氏　

名

真
田　

甚
八

紺
谷
元
次
郎

真
田　

甚
八

佐
藤　

久
治

佐
野　

昌
平

国
頭
自
由
吉

中
条　

長
吉

松
前
吉
太
郎

氏　

名

横
山　

信
勝

吉
岡
亀
之
助

吉
岡
亀
之
助

氏　

名

吉
岡
亀
之
助

吉
田　

角
三

高
薄　
　

登

高
薄　
　

登

高
薄　
　

登

守
山　

喜
三

守
山　

喜
三

守
山　

喜
三

花
田
千
賀
志

花
田
千
賀
志

就
任
年
月
日

Ｍ　

・
４
・
１

３５
Ｍ　

・
２
・　

４１

２６

Ｍ　

・
４
・　

４１

２３

Ｍ　

・
４
・
１

４３
Ｔ
２
・　

・　
１１

１３

Ｔ
３
・　

・　
１０

１２

Ｔ　

・
３
・　

１１

３１

Ｔ　

・
９
・　

１２

１１

Ｔ　

・　

・　

１３

１１

１４

Ｔ　

・
９
・
５

１５
Ｓ
３
・
５
・　
２５

Ｓ
４
・
４
・
１

Ｓ
５
・
９
・　
２７

Ｓ　

・
７
・　

１４

２１

Ｓ　

・
５
・　

１６

１６

Ｓ　

・
４
・　

２０

２１

Ｓ　

・
９
・
１

２１
Ｓ　

・
４
・
９

２２就
任
年
月
日

Ｔ　

・
４
・
１

１２
Ｔ　

・
９
・　

１４

１６

Ｓ
２
・
４
・　
２３

Ｓ
５
・
１
・　
２３

Ｓ
８
・
４
・　
１８

Ｓ　

・
４
・　

１１

１０

Ｓ　

・
７
・　

１４

２１

Ｓ　

・
４
・
８

２２就
任
年
月
日

Ｓ　

・
８
・　

３０

３０

Ｓ　

・
８
・　

３４

３０

Ｓ　

・
８
・　

３８

２９

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

４１

１０

Ｓ　

・
９
・　

４４

１１

Ｓ　

・
９
・　

４８

１０

Ｓ　

・
９
・　

５２

１０

Ｓ　

・
９
・　

５６

１０

Ｓ　

・
９
・　

６０

１０

Ｈ
元
・
９
・　
１０

Ｈ
５
・
９
・　
１０

Ｈ
９
・
９
・　
１０

Ｈ　

・
９
・　

１３

１０

退
任
年
月
日

Ｍ　

・
２
・　

４１

２５

Ｍ　

・
４
・　

４１

２２

Ｍ　

・
３
・　

４３

３１

Ｔ
２
・　

・　
１０

２９

Ｔ
３
・
９
・　
１０

Ｔ　

・
３
・　

１１

１６

Ｔ　

・
８
・
１

１２
Ｔ　

・　

・　

１３

１１

１０

Ｔ　

・
９
・
４

１５
Ｓ
３
・
５
・　
１９

Ｓ
４
・
３
・　
３１

Ｓ
５
・
９
・　
２６

Ｓ　

・
７
・　

１４

２０

Ｓ　

・
５
・　

１６

１５

Ｓ　

・
４
・　

２０

２０

Ｓ　

・
８
・　

２１

３１

Ｓ　

・
２
・　

２２

２０

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｔ　

・
９
・
６

１４
Ｓ
２
・
４
・　
２２

Ｓ
５
・
１
・　
２２

Ｓ
８
・
４
・　
１７

Ｓ　

・
４
・
９

１１
Ｓ　

・
７
・　

１４

２０

Ｓ　

・　

・
７

２１

１１

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
８
・　

３４

２９

Ｓ　

・
８
・　

３８

２８

Ｓ　

・
９
・　

４１

３０

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

４４

３１

Ｓ　

・
９
・
９

４８
Ｓ　

・
９
・
９

５２
Ｓ　

・
９
・
９

５６
Ｓ　

・
９
・
９

６０
Ｈ
元
・
９
・
９

Ｈ
５
・
９
・
９

Ｈ
９
・
９
・
９

Ｈ　

・
９
・
９

１３
Ｈ　

・
８
・　

１７

３１

■
歴
代
村
長
・
町
長

■
町
の
文
化
財
「
久
遠
神
楽
」

　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）
青
森
県
か
ら
鰊
漁

に
夢
を
は
せ
、
久
遠
村
一
艘
澗
に
移
住
の
久
保
金
次
、

弟
政
次
郎
の
二
人
は
故
郷
を
偲
び
南
部
神
楽
を
宮
古

の
青
年
団
に
教
え
舞
っ
た
の
が
始
ま
り
。
爾
来
百
八

年
連
綿
と
続
く
。
町
の
諸
行
事
・
祭
典
等
に
披
露
し

町
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
歴
史
と
伝
統
を
有

す
る
町
の「
無
形
文
化
財　

久
遠
神
楽
」で
あ
る
。
平

成
元
年
に
大
成
高
等
学
校
が
郷
土
の
伝
統
芸
能
を
学

び
た
い
と
意
欲
を
示
し
熱
心
に
練
習
を
始
め
、
そ
の

成
果
は
全
道
高
等
学
校
芸
能
大
会
に
お
い
て
最
優
秀

賞
の
栄
冠
を
勝
ち
得
た
。
ま
た
、
平
成
四
年
沖
縄
県

で
の
全
国
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
久
遠
神
楽
を

演
舞
し
、「
文
化
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

★伝統を継承し、全国大会で演舞
する大成高等学校生徒
　（平成１５年８月福井市にて）

★宮古に移転された郡役所
　　　　　　　　（明治２３年）



１０大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

年　
　

号

明
治
三
十
一

　
　

三
十
二

　
　

三
十
四

　
　

三
十
五

　
　

三
十
六

　
　

三
十
八

　
　

四
十
三

　
　

四
十
四

大
正　

二

　
　
　

三

　
　
　

四

　
　

十
一

　
　

十
二

西　
　

暦

一
八
九
八

一
八
九
九

一
九
〇
一

一
九
〇
二

一
九
〇
三

一
九
〇
五

一
九
一
〇

一
九
一
一

一
九
一
三

一
九
一
四

一
九
一
五

一
九
二
二

一
九
二
三

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
貝
取
澗
・
久
遠
・
太
田
・
上
古
丹
・
湯
ノ
尻
漁
業
組

合
事
務
所
設
置
さ
れ
る
。

・
江
差
裁
判
所
久
遠
出
張
所
設
置
さ
れ
る
。

・
久
遠
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
生
徒
四
十
六
名
が
奥

尻
へ
五
泊
六
日
の
修
学
旅
行
を
実
施
す
る
。

・
北
海
道
二
級
町
村
制
施
行
、
久
遠
村
と
な
る
。

・
湯
ノ
尻
及
び
山
中
に
冬
期
間
分
教
場
設
立
さ
れ
る
。

・
ヌ
タ
ッ
プ
原
野
払
下
げ
認
可
と
な
る
。
一
戸
五
千
坪

総
坪
六
十
三
万
坪
。

・
太
田
郵
便
取
扱
所
が
郵
便
局
と
な
る
。

・
堤
勘
五
郎
が
貝
取
澗
郵
便
取
扱
所
を
置
く
。

・
ロ
シ
ア
貨
物
船
エ
ル
マ
ー
ク
号
小
歌
岬
で
座
礁
す
る
。

・
平
田
内
の
村
社
稲
荷
神
社
、
無
格
社
を
久
遠
神
社
に

合
祀
す
る
。

・
貝
取
澗
外
二
村
漁
業
組
合
設
立
認
可
さ
れ
る
。

・
太
田
漁
業
組
合
設
立
認
可
さ
れ
る
。

・
長
磯
青
年
会
が
発
足
、
会
員
二
十
八
名
。

・
湯
ノ
尻
・
幌
島
特
別
教
場
が
開
始
と
な
る
。

・
六
月
、
太
田
神
社
本
殿
を
焼
失
、
九
月
に
本
殿
が
再

建
さ
れ
る
。

・
十
二
月
、 
見
市
発
電
所
が
竣
工
さ
れ
、
二
百
四
十
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
送
電
と
な
り
熊
石
・
久
遠
点
灯
開
始
と

な
る
。

・
四
月
、
戸
長
役
場
が
全
廃
、
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
。

・
貝
取
澗
外
二
村
に
二
級
町
村
制
が
敷
か
れ
貝
取
澗
村

と
な
る
。

貝　

取　

澗　

村

歴
代

初
代

久　
　

遠　
　

村

歴
代

初
代

２
代

３
代

大　
　

成　
　

村

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

大　
　

成　
　

町

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

９
代

　

代
１０
　

代
１１
　

代
１２

氏　

名

桑
原　

亀
蔵

氏　

名

斉
藤　

政
治

川
端　

和
吉

武
藤
金
太
郎

氏　

名

田
中
市
四
郎

斉
藤　

政
治

桑
原　

亀
蔵

中
島　

吉
蔵

中
島　

吉
蔵

氏　

名

中
島　

吉
蔵

桑
原　

亀
蔵

手
塚　

春
造

越
野
輿
一
郎

早
川
新
太
郎

泉　
　

富
春

山
本　
　

茂

山
本　
　

茂

高
畑　
　

實

高
畑　
　

實

桝
田　

正
信

桝
田　

正
信

就
任
年
月
日

Ｓ　

・
５
・　

２２

２２

就
任
年
月
日

Ｓ　

・
５
・　

２２

１９

Ｓ　

・
４
・
９

２３
Ｓ　

・
５
・　

２６

１２

就
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

２０

Ｓ　

・
７
・　

３１

２０

Ｓ　

・
７
・　

３５

２０

Ｓ　

・
９
・　

３６

１６

Ｓ　

・
７
・　

３９

２０

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

４１

１０

Ｓ　

・
７
・　

４３

２０

Ｓ　

・
７
・　

４７

２０

Ｓ　

・
７
・　

５１

２０

Ｓ　

・
７
・　

５５

２０

Ｓ　

・
７
・　

５９

２０

Ｓ　

・
７
・　

６３

２０

Ｈ
４
・
７
・　
２０

Ｈ
８
・
７
・　
２０

Ｈ　

・
７
・　

１２

２０

Ｈ　

・
２
・　

１５

２０

Ｈ　

・
７
・　

１６

２０

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
４
・
８

２３
Ｓ　

・
４
・　

２６

３０

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３１

１９

Ｓ　

・
７
・　

３５

１９

Ｓ　

・
９
・　

３６

１５

Ｓ　

・
７
・　

３９

１９

Ｓ　

・
９
・　

４１

３０

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

４３

１９

Ｓ　

・
７
・　

４７

１９

Ｓ　

・
７
・　

５１

１９

Ｓ　

・
７
・　

５５

１９

Ｓ　

・
７
・　

５９

１９

Ｓ　

・
７
・　

６３

１９

Ｈ
４
・
７
・　
１９

Ｈ
８
・
７
・　
１９

Ｈ　

・
７
・　

１２

１９

Ｈ　

・
２
・　

１５

１９

Ｈ　

・
７
・　

１６

１９

Ｈ　

・
８
・　

１７

３１

貝　

取　

澗　

村

歴
代

初
代

久　
　

遠　
　

村

歴
代

初
代

２
代

３
代

大　
　

成　
　

村

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

大　
　

成　
　

町

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

９
代

　

代
１０
　

代
１１
　

代
１２

氏　

名

田
中
市
四
郎

氏　

名

長
坂　

平
作

斉
藤　

政
治

厚
谷　

一
郎

氏　

名

厚
谷　

一
郎

田
中
市
四
郎

武
藤
金
太
郎

桑
原　

亀
蔵

桑
原　

亀
蔵

氏　

名

桑
原　

亀
蔵

朝
倉　

朝
吉

朝
倉　

朝
吉

久
保
欽
次
郎

手
塚　

春
造

久
保
欽
次
郎

早
川
新
太
郎

早
川
新
太
郎

早
川
新
太
郎

山
本　
　

茂

山
本　
　

茂

高
畑　
　

實

就
任
年
月
日

Ｓ　

・
５
・　

２２

２２

就
任
年
月
日

Ｓ　

・
５
・　

２２

１９

Ｓ　

・
４
・
９

２３
Ｓ　

・
５
・　

２６

１２

就
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

２０

Ｓ　

・
７
・　

３１

２０

Ｓ　

・
７
・　

３５

２０

Ｓ　

・
９
・　

３６

１６

Ｓ　

・
７
・　

３９

２０

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

４１

１０

Ｓ　

・
７
・　

４３

２０

Ｓ　

・
７
・　

４７

２０

Ｓ　

・
７
・　

５１

２０

Ｓ　

・
７
・　

５５

２０

Ｓ　

・
９
・　

５６

１６

Ｓ　

・
７
・　

５９

２０

Ｓ　

・
７
・　

６３

２０

Ｈ
４
・
７
・　
２０

Ｈ
８
・
７
・　
２０

Ｈ　

・
７
・　

１２

２０

Ｈ　

・
２
・　

１５

２１

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
４
・
８

２３
Ｓ　

・
４
・　

２６

３０

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３１

１９

Ｓ　

・
７
・　

３５

１９

Ｓ　

・
７
・
７

３６
Ｓ　

・
７
・　

３９

１９

Ｓ　

・
９
・　

４１

３０

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

４３

１９

Ｓ　

・
７
・　

４７

１９

Ｓ　

・
６
・　

５１

２８

Ｓ　

・
７
・　

５５

１９

Ｓ　

・
８
・　

５６

１０

Ｓ　

・
７
・　

５９

１９

Ｓ　

・
７
・　

６３

１９

Ｈ
４
・
７
・　
１９

Ｈ
８
・
７
・　
１９

Ｈ　

・
７
・　

１２

１９

Ｈ　

・
２
・
３

１５
Ｈ　

・
８
・　

１７

３１

■
歴
代
議
会
副
議
長

■
歴
代
議
会
議
長

★
現
在
の
役
場
庁
舎

　

昭
和
五
十
八
年
七
月
旧
役
場
庁
舎
が
解
体
さ
れ
、

　

翌
五
十
九
年
八
月
新
庁
舎
が
完
成
す
る
。★第１次庁舎

大正１２年１２月に建設され、昭和３６年
まで使用された第１次庁舎。

★役場庁舎ロビー



１１ 大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

大
正
十
二

昭
和　

元

　
　
　

二

　
　
　

五

　
　
　

七

　
　
　

八

　
　
　

十

　
　

十
二

　
　

十
四

　
　

十
五

　
　

十
六

　
　

十
七

　
　

十
九

一
九
二
三

一
九
二
六

一
九
二
七

一
九
三
〇

一
九
三
二

一
九
三
三

一
九
三
五

一
九
三
七

一
九
三
九

一
九
四
〇

一
九
四
一

一
九
四
二

一
九
四
四

・
十
二
月
、
久
遠
村
役
場
が
新
築
と
な
る
。

・
江
差
警
察
署
久
遠
分
署
が
久
遠
警
察
署
と
な
る
。

・
ア
メ
リ
カ
国
際
児
童
親
善
会
よ
り
青
い
目
の
人
形
が

久
遠
尋
常
高
等
小
学
校
に
届
き
歓
迎
会
を
開
催
す
る
。

・
久
遠
村
伝
染
病
患
者
収
容
所
が
開
所
す
る
。

・
久
遠
警
察
署
長
、
下
田
警
部
補
が
釜
歌
野
で
刺
さ
れ

死
亡
す
る
。

・
太
田
神
社
道
南
霊
場
第
一
位
に
選
ば
れ
る
（
函
館
タ

イ
ム
ス
主
催
）。

・
久
遠
船
入
澗
第
一
期
工
事
が
着
工
す
る
。

・
久
遠
・
東
瀬
棚
間
の
乗
合
バ
ス
運
行
が
開
始
さ
れ
る
。

・
太
田
船
入
澗
が
着
工
す
る
。

・
久
遠
村
で
電
話
業
務
開
始
す
る
（ 
加
入
者
二
十
戸
）。

・
無
限
責
任
久
遠
漁
協
組
織
、
太
田
漁
協
組
織
、
貝
取

澗
漁
協
組
織
が
改
定
認
可
と
な
る
。

・
太
田
神
社
登
山
口
大
鳥
居
・
階
段
竣
工
す
る
。

・
小
川
に
久
遠
鉱
山
開
鉱
さ
れ
る
（
昭
和
炭
油
株
式
会

社
久
遠
鉱
業
所
）。

・
貝
取
澗
村
に
消
防
団
が
結
成
さ
れ
る
。

・
久
遠
村
消
防
組
が
久
遠
村
警
防
団
に
、
貝
取
澗
村
防

護
団
が
貝
取
澗
村
警
防
団
に
改
称
さ
れ
る
。

・
久
遠
村
、
貝
取
澗
村
各
字
を
廃
し
、
新
字
名
に
改
称

さ
れ
る
。

・
国
民
学
校
令
公
布
、
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称
す

る
。

・
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
。

・
久
遠
警
察
署
廃
止
、
久
遠
警
部
補
派
出
所
と
な
る
。

・
宮
野
郵
便
局
が
開
局
す
る
。

久　
　

遠　
　

村

歴
代

初
代

２
代

貝　

取　

澗　

村

歴
代

初
代

大　
　

成　
　

村

初
代

大　
　

成　
　

町

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

氏　

名

佐
野　

兵
榮

本
間　

孝
一

氏　

名

佐
藤　

之
朗

佐
藤　

之
朗

氏　

名

佐
藤　

之
朗

本
間　

孝
一

守
山　

喜
三

堤　
　

忠
勝

江
口　
　

宏

花
田
千
賀
志

越
野　

邦
夫

就
任
年
月
日

Ｓ　

・
４
・
４

２０
Ｓ　

・
５
・　

２２

１９

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・　

２３

１２

２５

Ｓ　

・　

・　

３０

１２

２０

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

４１

１０

Ｓ　

・
３
・　

４７

２７

Ｓ　

・
３
・　

５１

２７

Ｓ　

・
９
・　

６０

３０

Ｈ
元
・　

・　
１１

２１

Ｈ
５
・　

・　
１２

１８

Ｈ
９
・　

・
１

１０

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
４
・
９

２１
Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

Ｓ　

・
９
・　

４１

３０

退
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・　

４６

１２

２２

Ｓ　

・
３
・　

５１

２６

Ｓ　

・
８
・　

６０

２７

Ｈ
元
・
９
・　
２９

Ｈ
５
・　

・　
１１

２０

Ｈ
９
・
６
・
５

Ｈ　

・
８
・　

１７

３１

■
歴
代
助
役

貝　

取　

澗　

村

歴
代

初
代

久　
　

遠　
　

村

歴
代

初
代

大　
　

成　
　

村

初
代

２
代

大　
　

成　
　

町

歴
代

初
代

２
代

氏　

名

越
前　
　

寛

氏　

名

藤
井　

福
春

越
前　
　

寛

堤　

秀
三
郎

氏　

名

堤　

秀
三
郎

田
中　

英
一

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

２７

１１

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

２７

１１

Ｓ　

・
７
・　

３０

２０

Ｓ　

・
７
・　

３６

２６

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

４１

１０

Ｈ
９
・
８
・
１

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

Ｓ　

・
７
・　

３６

２５

Ｓ　

・
９
・　

４１

３１

退
任
年
月
日

Ｈ
９
・
７
・　
３１

Ｈ　

・
８
・　

１７

３１

貝　

取　

澗　

村

歴
代

初
代

２
代

久
遠
村
・
大
成
村
・
大
成
町

歴
代

初
代

２
代

３
代

４
代

５
代

６
代

７
代

８
代

氏　

名

佐
藤　

之
朗

（
助
役
兼
任
）

大
竹　

竹
継

（
貝
取
澗
小
学
校
長
兼
任
）

氏　

名

本
間　

孝
一

本
間　

孝
一

（
教
育
長
事
務
取
扱
）

久
貴
谷
俊
夫

（
教
育
長
事
務
取
扱
）

佐
藤　

之
朗

久
貴
谷
俊
夫

（
教
育
長
事
務
取
扱
）

今
野　
　

婿

本
間　

孝
一

堤　
　

忠
勝

寺
分　

昭
二

越
野　

邦
夫

久
保　
　

一

就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

２７

１１

Ｓ　

・
４
・
１

２８就
任
年
月
日

Ｓ　

・　

・
１

２７

１１

Ｓ　

・
７
・　

３０

２０

Ｓ　

・　

・　

３０

１０

２２

Ｓ　

・　

・　

３０

１２

２６

Ｓ　

・
７
・　

３１

２０

Ｓ　

・
８
・
１

３１
Ｓ　

・
７
・　

３５

２０

Ｓ　

・
３
・　

４７

２８

Ｓ　

・
９
・　

６０

３０

Ｈ
８
・
８
・
２

Ｈ
９
・　

・
１

１０

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
３
・　

２８

３１

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

退
任
年
月
日

Ｓ　

・
７
・　

３０

１９

Ｓ　

・　

・　

３０

１０

２１

Ｓ　

・　

・　

３０

１２

２５

Ｓ　

・
７
・　

３１

１９

Ｓ　

・
７
・　

３１

３１

Ｓ　

・
７
・　

３５

１９

Ｓ　

・
３
・　

４７

２７

Ｓ　

・
９
・　

６０

２９

Ｈ
８
・
８
・
１

Ｈ
９
・
９
・　
３０

Ｈ　

・
８
・　

１７

３１

■
歴
代
教
育
委
員
長

（
昭
和　

年　

月
法
律
施
行
に
よ
り
）

２７

１１

■
歴
代
教
育
長

★
議
会
審
議

　

昭
和
五
十
五
年
当
時
の
第
二
次
庁
舎
議
場
内
に
お

　

け
る
議
会
審
議
の
状
況

★
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
だ
し
た
久
遠
中
学
校

　

舎
全
景



１２大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

年　
　

号

昭
和
二
十

　
　

二
十
二

　
　

二
十
三

　
　

二
十
四

　
　

二
十
五

　
　

二
十
六

　
　

二
十
七

　
　

二
十
八

西　
　

暦

一
九
四
五

一
九
四
七

一
九
四
八

一
九
四
九

一
九
五
〇

一
九
五
一

一
九
五
二

一
九
五
三

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
第
二
次
世
界
大
戦
終
わ
る
。

・
新
学
制
に
よ
る
小
・
中
学
校
発
足
す
る
。

・
久
遠
中
学
校
・
久
遠
中
学
校
太
田
分
校
・
平
田
内
中

学
校
・
貝
取
澗
中
学
校
・
長
磯
中
学
校
が
開
校
す
る
。

・
久
遠
村
警
防
団
が
久
遠
村
消
防
団
と
改
称
さ
れ
る
。

・
貝
取
澗
村
警
防
団
が
貝
取
澗
村
消
防
団
と
改
称
さ
れ

る
。

・
今
金
高
等
学
校
久
遠
分
校
が
設
置
認
可
と
な
る
。

・
第
一
回
成
人
式
が
開
催
さ
れ
る
。

・
今
金
高
等
学
校
久
遠
分
校
が
開
校
す
る
（
於　

久
遠

小
学
校
）。

・
今
金
高
等
学
校
久
遠
分
校
は
東
瀬
棚
高
等
学
校
久
遠

分
校
と
改
称
さ
れ
る
。

・
貝
取
澗
村
、
岩
手
県
か
ら
漁
業
者
の
副
業
と
し
て
短

角
牛
十
五
頭
入
れ
る
。

・
貝
取
澗
村
立
平
田
内
小
学
校
平
和
分
校
が
開
校
す
る
。

・
久
遠
漁
港
第
二
種
漁
港
と
な
る
。

・
久
遠
村
で
上
水
道
工
事
に
着
手
す
る
。（
三
ヶ
年
計

画
）

・
渡
島
信
用
金
庫
久
遠
支
店
開
業
す
る
。

・
久
遠
村
・
貝
取
澗
村
教
育
委
員
会
が
発
足
す
る
。

・
東
瀬
棚
高
等
学
校
久
遠
分
校
が
北
海
道
久
遠
高
等
学

校
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。

・
道
立
宮
野
診
療
所
開
設
と
な
る
。

・
久
遠
小
学
校
富
磯
分
校
開
校
す
る
（
昭
和
二
十
七
年

十
二
月
一
日
認
可
、
四
年
生
ま
で
）。

・
大
成
町
保
育
所
・
長
磯
公
民
館
新
築
落
成
す
る
。

功労内容受章年月日勲章時年齢受章者氏名勲章の種類

地方自治（特別）Ｓ４４． ７．３１７０歳吉岡亀之助正六位勲五等瑞宝章

地方自治　　　　Ｓ４５． ４．２９７６歳桑原　亀蔵勲五等瑞宝章

地方自治　　　　Ｓ４６．１１． ３７４歳斉藤　政治勲六等単光旭日章

地方自治　　　　Ｓ４９． ４．２９７７歳佐藤　栄作勲五等瑞宝章

水産業　　　　Ｓ５０．１１． ３７５歳武藤　　勇勲六等単光旭日章

地方自治（特別）Ｓ５１． ６． ７７７歳山口　豊治勲六等瑞宝章

地方自治（特別）Ｓ５１． ７． ９６２歳朝倉　朝吉正六位勲五等瑞宝章

統計　　　　Ｓ５１．１１． ３７６歳斉藤　太吉勲六等瑞宝章

地方自治（特別）Ｓ５３． ２． ８７８歳青山　為雄勲六等単光旭日章

地方自治　　　　Ｓ５３． ４．２９７０歳久保欽次郎勲五等双光旭日章

消防　　　　Ｓ５４． ４．２９６３歳三上　豊作勲七等瑞宝章

地方自治（特別）Ｓ５４． ９．１１７２歳内糸　勇晴勲六等単光旭日章

■叙位・叙勲受章者
功労内容受章年月日勲章時年齢受章者氏名勲章の種類

地方自治（特旨叙位）Ｓ５４．１１．２８８５歳桑原　亀蔵正六位

消防　　　　Ｓ５５．１１． ３６３歳上野又五郎勲七等瑞宝章

地方自治　　　　Ｓ５８． １．２１６３歳小田桐繁成勲六等瑞宝章

社会福祉　　　　Ｓ５８． ４．２９７２歳守山　喜作勲五等瑞宝章

消防　　　　Ｓ５８．１１． ３６３歳石橋　儀蔵勲七等青色桐葉章

地方自治　　　　Ｓ６１． ４．２９８１歳荒谷彌実路勲五等瑞宝章

消防　　　　Ｓ６２． ４．２９６４歳佐藤　雪夫勲六等瑞宝章

地方自治（特別）Ｓ６２．１０．１５８０歳藤谷初三郎勲六等単光旭日章

地方自治（特別）Ｓ６２．１０．２０６９歳高薄　　登従六位勲五等双光旭日章

地方自治（特別）Ｓ６３． ９．３０６３歳川村　初富勲六等単光旭日章

地方自治　　　　Ｈ １． ４．２９８１歳大野喜三郎勲五等瑞宝章

消防　　　　Ｈ １．１１． ３６５歳瀬川　吉也勲六等瑞宝章

功労内容受章年月日勲章時年齢受章者氏名勲章の種類

消防（特別）Ｈ ２． ３． ２６０歳松前　幸男勲六等瑞宝章

消防　　　　Ｈ ２． ４．２９６５歳大島　政勝藍綬褒章

地方自治　　　　Ｈ ３． ４．２９７９歳越野與一郎勲五等双光旭日章

地方自治　　　　Ｈ ３．１１．２３７６歳手塚　清一勲六等瑞宝章

地方自治（特別）Ｈ ４． ３．３０８７歳松本與治郎勲六等単光旭日章

地方自治（特別）Ｈ ４． ８． ４８１歳越前　　寛勲六等瑞宝章

地方自治（特別）Ｈ ６．１１．１４８０歳吉田　角三勲六等単光旭日章

地方自治（特別）Ｈ ７． ５．２３８１歳新岡勇三郎　　　　〃

社会福祉　　　　Ｈ ７．１１． ３８２歳佐藤　　翠　　　　〃

人権擁護功労　　　　Ｈ ７．１１． ３７２歳三輪　猛義勲五等瑞宝章

産業振興　　　　Ｈ ７．１１． ３５７歳朝倉　満雄黄綬褒章

消防　　　　Ｈ ８． ４．２９７０歳小田桐康雄勲六等単光旭日章

■叙位・叙勲受章者
功労内容受章年月日勲章時年齢受章者氏名勲章の種類

地方自治　　　　Ｈ ９．１１． ３７８歳早川新太郎勲五等双光旭日章

教育行政　　　　Ｈ ９．１１． ３７６歳堤　秀三郎　　　　〃

消防　　　　Ｈ１１． ４．２９７３歳杉村　福三勲六等瑞宝章

消防（特別）Ｈ１１． ５．１３５８歳五十嵐新悦勲六等瑞宝章

消防　　　　Ｈ１２． ４．２９７０歳伊吹　昌紫　　　　〃

地方自治　　　　Ｈ１４．１１． ３７６歳守山　喜三勲五等双光旭日章

地方自治（特旨叙位）Ｈ１５． ２． ２７２歳山本　　茂正六位勲五等瑞宝章

消防　　　　Ｈ１５． ４．２９７７歳前田幸之進勲五等瑞宝章

統計　　　　Ｈ１５． ４．２９８６歳成田恭太郎藍綬褒章

消防　　　　Ｈ１５．１１． ３７９歳大島　政勝瑞宝双光章

地方自治（特別）Ｈ１７． ６．１１７７歳越前　義政旭日単光章

消防（特別）Ｈ１７． ６．２８６９歳川村　盛吉瑞宝単光章



１３ 大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

昭
和
二
十
九

　
　

三
十

　
　

三
十
一

　
　

三
十
二

　
　

三
十
三

　
　

三
十
四

　
　

三
十
五

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

一
九
五
七

一
九
五
八

一
九
五
九

一
九
六
〇

・
宮
野
、
白
泉
に
漁
港
築
設
さ
れ
る
。

・
第
四
回
檜
山
（
北
部
）
消
防
総
合
訓
練
大
会
開
催
さ

れ
る
。

・
花
歌
簡
易
水
道
工
事
に
着
手
し
十
一
月
給
水
開
始
と

な
る
。

・
台
風
十
五
号
が
襲
来
し
死
者
一
名
発
生
す
る
。
家

屋
・
漁
船
被
害
甚
大
。

・
久
遠
漁
業
協
同
組
合
と
太
田
漁
業
協
同
組
合
が
合
併

す
る
。

・
平
田
内
小
学
校
平
和
分
校
が
独
立
認
可
と
な
り
平
和

小
中
学
校
と
な
る
。

・
太
田
水
力
発
電
施
設
完
成
す
る
。

・
七
月
二
十
日
、
久
遠
村
と
貝
取
澗
村
が
合
併
し
大
成

村
と
な
る
。

・
村
章
が
制
定
さ
れ
る
。

・
久
遠
村
消
防
団
と
貝
取
澗
村
消
防
団
が
統
合
さ
れ
、

大
成
村
消
防
団
と
改
称
さ
れ
る
。

・
各
地
区
に
区
長
を
置
く
。

・
村
道
久
遠
太
櫓
線
が
産
業
開
発
道
路
に
指
定
さ
れ
る
。

・
小
歌
岬
に
灯
台
完
成
す
る
。

・
大
成
地
区
農
業
改
良
普
及
所
が
宮
野
に
開
設
す
る
。

・
台
風
十
四
号
襲
来
し
死
者
一
名
、
家
屋
漁
船
に
被
害

甚
大
（
自
衛
隊
救
護
五
百
余
名
）。

・
上
浦
漁
港
竣
工
す
る
。

・
檜
山
道
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
。

・
大
成
高
等
学
校
新
築
落
成
・
開
校
十
周
年
記
念
式
典

を
挙
行
す
る
。

・
大
成
村
商
工
会
設
立
総
会
開
催
。
会
長
に
大
野
友
二

郎
氏
就
任
す
る
。

★
町
章

　

久
遠
村
・
貝
取
澗
村
合
併
を
記
念
し
、
昭
和
三
十

年
七
月
二
十
日
に
町
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
央

に
町
名
の
「
大
」
を
置
き
「
成
」
の
字
を
上
の
半
月

と
下
の
半
月
に
わ
け
て
図
案
化
し
た
も
の
で
、
全
体

の
円
形
は
住
民
の
融
和
と
団
結
、
上
下
の
半
円
は
海

と
山
の
豊
富
な
資
源
を
表
し
、
町
の
躍
進
を
表
し
て

い
ま
す
。

■
町
民
憲
章

　

町
民
憲
章
は
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
三
日
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は　

日
本
海
の
潮
騒
を
生
活
の
調
べ

と
し
て
育
っ
た
大
成
町
民
で
す
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
と
先
人
の
偉
業
を
誇
り
と
し
力
を

あ
わ
せ
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

・
健
康
で
明
る
い
大
成
町
民　

心
な
ご
む
町

　

・
生
産
に
励
む　

大
成
町
民　

伸
び
ゆ
く
町

　

・
き
ま
り
を
守
る
大
成
町
民　

平
和
な
町

　

・
自
然
を
生
か
す
大
成
町
民　

美
し
い
町

　

・
文
化
を
創
る　

大
成
町
民　

豊
か
な
町

★
同
時
に
町
の
木
と
し
て
「
オ
ン
コ
」

　
　
　
　

町
の
花
と
し
て
「
エ
ゾ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
」
を

　
　
　
　

制
定
し
ま
し
た
。

■
大
成
村
の
誕
生

　

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
三
五
）
九
月
一
日
、
町
村

合
併
促
進
法
が
公
布
さ
れ
、
当
時
は
全
国
九
千
八
百

余
町
村
の
う
ち
、
町
村
の
標
準
規
模
と
言
わ
れ
る
人

口
八
千
人
に
満
た
な
い
町
村
が
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
た
が
、
こ
れ
を
合
併
し
て
三
千
余
の
町

村
に
減
ら
す
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
「
久
遠
村
」
と
「
貝
取
澗
村
」
と
の
間
で
「
町
村

合
併
促
進
準
備
委
員
会
」
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
合

併
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

昭
和
三
十
年
四
月
十
六
日
、
久
遠
村
、
貝
取
澗
村

合
併
促
進
協
議
会
設
置
に
関
す
る
協
議
書
が
取
り
交

わ
さ
れ
、
同
年
六
月
十
四
日
開
催
の
協
議
会
に
お
い

て
合
併
時
期
を
七
月
二
十
日
と
定
め
た
。

　

久
遠
村
、
貝
取
澗
村
の
合
併
に
伴
う
村
名
の
決
定

に
当
た
っ
て
は
、
新
村
に
ふ
さ
わ
し
い
呼
称
を
町
民

よ
り
公
募
し
、
二
三
一
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
字
本

陣
の
太
田
雄
二
氏
が
応
募
し
た
「
大
成
」
に
決
定
さ

れ
た
。

■町制施行当時の久遠港と久遠市街地
　（昭和４１年８月撮影）
　当時の人口は６，８００人余、世帯数は１，２００戸余で
　にぎわいのある市街地を形成しておりました。



１４大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

年　
　

号

昭
和
三
十
六

　
　

三
十
七

　
　

三
十
八

　
　

三
十
九

　
　

四
十

　
　

四
十
一

　
　

四
十
四

　
　

四
十
五

　
　

四
十
六

　
　

四
十
七

西　
　

暦

一
九
六
一

一
九
六
二

一
九
六
三

一
九
六
四

一
九
六
五

一
九
六
六

一
九
六
九

一
九
七
〇

一
九
七
一

一
九
七
二

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
村
で
始
め
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
を
購
入
す
る
。

・
第
十
二
回
檜
山
管
内
消
防
総
合
訓
練
大
会
が
開
催
さ

れ
る
。

・
貝
取
澗
巡
査
駐
在
所
が
宮
野
巡
査
駐
在
所
と
な
る
。

・
大
成
高
等
学
校
水
産
科
を
普
通
科
と
す
る
。

・
大
成
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
が
開
設
す
る
。

・
九
月
十
六
日
発
生
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
富
磯
分
校
流

失
、
住
宅
全
壊
三
十
二
棟
他
大
被
害
。

・
平
和
小
中
学
校
廃
校
と
な
る
。

・
久
遠
小
学
校
富
磯
分
校
校
舎
落
成
式
を
挙
行
す
る
。

・
大
成
村
国
保
診
療
所
が
増
床
さ
れ
国
保
病
院
と
な
る
。

・
町
制
施
行
と
な
り
「
大
成
町
」
が
誕
生
す
る
。

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｈ
Ｂ
Ｃ
・
Ｓ
Ｔ
Ｖ
「
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ト
ッ

プ
方
式
」
中
継
所
が
穴
澗
山
頂
に
完
成
す
る
。

・
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
誕
生
す
る
（ 
大
成
団
員
長
本

間
孝
一
、
少
年
隊
長
清
水
義
孝
）。

・
宮
野
町
内
会
設
立
さ
れ
る
。

・
常
磐
温
泉
砂
貝
取
澗
川
添
村
迄
の
三
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
掘
削
さ
れ
自
動
車
通
行
可
能
と
な
る
。

・
大
成
町
消
防
団
消
防
車
庫
完
成
す
る
。

・
久
遠
漁
港
が
日
本
海
さ
け
、
ま
す
流
し
網
陸
揚
指
定

港
と
な
る
。

・
平
浜
会
館
・
長
磯
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
・
上
浦
生
活

館
落
成
す
る
。

・
大
成
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
。

・
大
成
町
議
会
議
事
堂
及
び
宮
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

完
成
す
る
。

・
大
成
町
観
光
協
会
設
立
総
会
開
催
さ
れ
る
。
会
長
に

朝
倉
朝
吉
氏
就
任
す
る
。

■
「
大
成
村
」
か
ら
「
大
成
町
」
へ

　

町
制
施
行
を
祝
う
た
め
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
一

日
午
前
七
時
の
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
町
内
全
世

帯
に
日
の
丸
の
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
、
青
年
相
撲
大
会
、

漁
船
の
海
上
パ
レ
ー
ド
、
花
火
大
会
な
ど
数
々
の
記

念
行
事
が
町
を
挙
げ
て
行
わ
れ
た
。

★元気いっぱいな久遠小学校１年２組の生徒
　（昭和３９年４月撮影）

★大成中学校で行われた「町制施行記念式典」
　（参加者約３００名）

★
昭
和
四
十
一
年
年
十
月
一
日
町
制
施
行
で
に
ぎ
わ

　

う
久
遠
市
街
地
の
様
子
。



１５ 大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

昭
和
四
十
八

　
　

四
十
九

　
　

五
十

　
　

五
十
一

　
　

五
十
二

　
　

五
十
三

一
九
七
三

一
九
七
四

一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八

・
久
遠
小
学
校
校
舎
改
築
落
成
式
を
挙
行
す
る
。

・
第
二
十
三
回
檜
山
管
内
消
防
総
合
訓
練
大
会
開
催
さ

れ
る
。

・
あ
わ
び
蓄
養
施
設
長
磯
に
完
成
す
る
。

・
花
歌
生
活
館
完
成
す
る
。

・
檜
山
広
域
消
防
組
合
消
防
署
大
成
支
署
発
足
す
る

（
定
員
九
名
）。

・
久
遠
局
区
内
電
話
自
動
化
と
な
る
（
加
入
電
話
七
百

九
十
戸
）。

・
貝
取
澗
に
あ
わ
び
種
苗
供
給
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
。

・
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
。

・
貝
取
澗
温
泉
が
国
民
温
泉
保
養
地
に
指
定
さ
れ
る
。

・
老
人
い
こ
い
の
家
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
。

・
第
一
回
ふ
る
さ
と
港
ま
つ
り
・
納
涼
花
火
大
会
が
久

遠
漁
港
で
開
催
さ
れ
る
。

・
都
船
揚
場
上
浦
漁
港
分
港
と
し
て
漁
港
に
指
定
（
農

林
省
告
示
）
さ
れ
る
。

・
久
遠
神
楽
保
存
会
が
発
足
さ
れ
る
。

・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
消
防
長
官
か
ら
火
災
予
防
普
及

に
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。

・
「
大
成
町
の
歩
み
」
発
刊
す
る
。

・
町
民
体
育
施
設
プ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
エ
ス

キ
ー
コ
ー
ト
完
成
す
る
。

・
都
こ
と
ぶ
き
の
家
竣
工
す
る
。

・
富
磯
生
活
館
・
宮
野
保
育
園
竣
工
す
る
。

・
長
磯
・
久
遠
・
太
田
・
平
田
内
・
貝
取
澗
・
各
中
学

校
閉
校
式
を
挙
行
す
る
。

・
大
成
中
学
校
生
徒
通
学
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

購
入
す
る
。

・
大
成
中
学
校
開
校
式
・
入
学
式
（
旧
久
遠
中
学
校
体

育
館
）
を
挙
行
す
る
。

・
十
二
月
、
大
成
中
学
校
落
成
式
を
挙
行
す
る
。

★町制施行記念行事で久遠神楽の演舞披露
　（役場前にて）

■
貝
取
澗
地
区
漁
村
再
開
発
事
業

　

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
七
日
、
貝
取
澗
温
泉
が

国
民
保
養
温
泉
地
に
指
定
（
環
境
庁
告
示
第
二
十
七

号
）
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
将
来
の
展
望
に
立
っ
て
、

先
人
の
残
し
た
生
活
文
化
遺
産
、
地
域
資
源
を
活
か

し
、
町
民
が
夢
と
希
望
を
託
し
得
る
生
産
と
生
活
が

調
和
し
た
地
域
開
発
促
進
を
願
い
始
ま
っ
た
の
が
貝

取
澗
地
区
漁
村
再
開
発
事
業
で
あ
る
。
豊
富
な
温
泉

資
源
を
活
か
し
、
俗
化
さ
れ
な
い
自
然
景
観
を
活
用

し
な
が
ら
沿
岸
資
源
増
大
に
資
す
る
た
め
各
種
施
設

の
建
設
事
業
が
進
め
ら
れ
文
化
的
・
近
代
的
な
施
設

整
備
を
実
現
し
、
地
域
住
民
の
就
業
機
会
の
増
大
を

図
っ
た
。

★
整
備
さ
れ
た
主
な
施
設

　

○
あ
わ
び
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
・
ヒ
ラ
メ
養
殖
施

設

　

○
国
民
宿
舎
「
あ
わ
び
山
荘
」・
国
民
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー

　

○
老
人
い
こ
い
の
家
・
貝
取
澗
公
園

　

○
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
営
場
周
辺
の
環
境
整
備★野営場におけるキャンプ風景

★岩風呂づくりの大浴場と新鮮な
　食材で観光客をもてなす国民宿
　舎「あわび山荘」



１６大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

年　
　

号

昭
和
五
十
四

　
　

五
十
五

　
　

五
十
六

　
　

五
十
七

　
　

五
十
八

　
　

五
十
九

西　
　

暦

一
九
七
九

一
九
八
〇

一
九
八
一

一
九
八
二

一
九
八
三

一
九
四
八

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
大
成
町
民
セ
ン
タ
ー
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
る
。

・
大
成
町
民
憲
章
制
定
さ
れ
る
。

・
町
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン
す
る（
蔵
書
数
二
千
八
百
冊
）。

・
郡
役
所
跡
に
碑
建
立
、
貝
取
澗
に
漁
村
再
開
発
事
業

完
成
記
念
碑
を
建
立
す
る
。

・
久
遠
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
。

・
大
成
高
等
学
校
全
日
制
課
程
認
可
と
な
る
。

・
株
式
会
社
大
成
紳
装
工
場
閉
鎖
と
な
る
（
従
業
員
三

十
二
名
）。

・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
。

・
尾
花
岬
沖
合
、
貨
物
船
祥
海
丸
三
千
五
百
ト
ン
遭
難

沈
没
す
る
。
三
遺
体
収
容
、
二
人
救
助
、
翌
日
さ
ら

に
六
遺
体
、
次
の
日
一
遺
体
収
容
さ
れ
る
。

・
大
成
消
防
団
が
地
域
防
災
の
尽
力
に
よ
り
北
海
道
知

事
よ
り
表
彰
旗
を
授
与
す
る
。

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成
す
る
。

・
町
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
が
開
始
さ
れ
る
。

・
郷
土
館
・
大
成
町
農
漁
村
総
合
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

す
る
。

・
長
磯
小
学
校
改
築
落
成
式
並
び
に
創
立
百
周
年
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
る
。

・
太
田
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
。

・
貝
取
澗
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

る
。

・
旧
役
場
庁
舎
解
体
さ
れ
る
。

・
第
三
十
三
回
檜
山
管
内
消
防
総
合
訓
練
大
会
開
催
さ

れ
る
。

・
日
本
海
中
部
地
震
津
波
発
生
す
る
。
漁
船
破
損
漁
港

破
壊
被
害
甚
大
。

・
大
成
町
開
基
百
十
五
年
役
場
庁
舎
落
成
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
る
。

■
町
の
学
校
の
変
遷

　

明
治
二
十
年
十
月
、
久
遠
・
奥
尻
・
太
櫓
・
瀬
棚

郡
四
郡
の
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
、
久
遠
は
政
治
・
経

済
等
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

　

時
の
郡
長
代
理
の
柴
徹
郎
は
将
来
を
担
う
子
弟
教

育
の
た
め
の
学
校
設
立
に
熱
心
で
、
時
の
村
々
の
有

力
者
で
あ
る
戸
長
・
総
代
・
組
頭
等
を
招
集
し
熱
心

に
説
得
を
続
け
、
有
力
者
は
そ
れ
に
呼
応
し
学
校
の

設
立
に
努
力
、
明
治
十
三
年
に
は
久
遠
学
校
・
上
古

丹
学
校
を
誕
生
さ
せ
、
十
五
年
に
は
長
磯
・
貝
取
澗
・

平
田
内
学
校
が
産
声
を
上
げ
る
快
挙
を
な
し
た
。
学

校
教
育
に
対
す
る
先
人
の
先
見
の
明
と
努
力
に
対
し

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

明
治
十
三

　
　

十
五

　
　

二
十
二

　
　

三
十
四

大
正　

八

昭
和　

二

　
　

十
六

　
　

二
十
二

　
　

二
十
三

　
　

二
十
四

　
　

二
十
五

　
　

二
十
六

　
　

二
十
七

十
二
月
二
十
日

十
二
月
二
十
一
日

　

七
月
二
十
二
日

　

十
月　

五
日

十
二
月　

八
日

十
二
月
二
十
日

十
二
月
二
十
二
日

　

四
月　

一
日

六
月
四
日
〜

　
　
　
　

九
日

　

三
月
二
十
四
日

　

五
月　

九
日

　

五
月
十
一
日

　

四
月　

一
日

　

三
月
三
十
一
日

　

四
月　

一
日

　

五
月　

三
日

十
一
月
二
十
五
日

　

四
月　

十
日

　

四
月　

一
日

　

二
月　

三
日

　

四
月　

一
日

公
立
久
遠
学
校
、
一
艘
村
に
開
校
。

公
立
上
古
丹
学
校
、
上
古
丹
村
に
開
校
。

公
立
平
田
内
学
校
、
平
田
内
村
に
開
校
。

公
立
長
磯
学
校
、
長
磯
村
に
開
校
。

公
立
太
田
学
校
、
太
田
村
に
開
校
。

公
立
湯
ノ
尻
学
校
（
後
淳
風
学
校
に
改
称
）、
湯
ノ
尻

村
に
開
校
。

公
立
貝
取
澗
学
校
、
貝
取
澗
村
に
開
校
。

久
遠
小
学
校
は
淳
風
小
学
校
・
上
古
丹
小
学
校
と
合

併
し
宮
古
へ
移
転
。

久
遠
尋
常
高
等
小
学
校
、
高
等
科
生
徒
四
十
六
名
奥

尻
島
へ
五
泊
六
日
の
修
学
旅
行
を
実
施
。

久
遠
尋
常
高
等
小
学
校
第
一
回
学
芸
会
を
開
催
。

ア
メ
リ
カ
国
際
児
童
親
善
会
寄
贈
の
青
い
目
の
人
形
、

久
遠
尋
常
高
等
小
学
校
に
届
く
。

青
い
目
の
人
形
歓
迎
会
を
開
催
。

尋
常
小
学
校
・
尋
常
高
等
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改

称
。

教
育
基
本
法
制
定
・
学
校
教
育
法
公
布
学
制
が
六
・

三
・
三
・
四
と
な
る
。

新
学
制
に
よ
る
小
学
校
・
中
学
校
が
発
足
。

久
遠
中
学
校
開
校
、
久
遠
小
学
校
に
併
置
。

久
遠
中
学
校
太
田
分
校
、
太
田
小
学
校
に
併
置
。

平
田
内
中
学
校
開
校
、
平
田
内
小
学
校
に
併
置
校
と

し
て
。

貝
取
間
中
学
校
開
校
、
貝
取
間
小
学
校
に
併
置
校
と

し
て
。

長
磯
中
学
校
開
校
、
長
磯
小
学
校
に
併
置
校
と
し
て
。

今
金
高
等
学
校
久
遠
分
校
、
設
置
認
可
。

今
金
高
等
学
校
久
遠
分
校
が
開
校
。

今
金
高
等
学
校
久
遠
分
校
が
北
檜
山
高
等
学
校
久
遠

分
校
と
な
る
。

貝
取
澗
村
立
平
田
内
小
学
校
平
和
分
校
が
開
校
。

北
檜
山
高
等
学
校
久
遠
分
校
が
東
瀬
棚
高
等
学
校
久

遠
分
校
と
改
称
。

■
学
校
の
変
遷
（
合
併
・
統
合
・
休
校
・
廃
校
等
）

★
水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
の
全
景

　

昭
和
五
十
一
年
に
北
海
道
内
で
初
め
て
温
泉
熱
を

利
用
し
た
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産
を
開
始
、
そ
の
後

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
平
成
九
年
・
十
年
の
両
年
に
わ
た
り
日
本
海
特
定

海
域
栽
培
漁
業
定
着
強
化
事
業
の
認
定
を
受
け
新
た

に
ア
ワ
ビ
の
生
産
施
設
整
備
を
図
る
。

★あわび種苗育成センターにおける
　「アワビ」の中間飼育状況



１７ 大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

昭
和
五
十
九

　
　

六
十

　
　

六
十
一

　
　

六
十
二

　
　

六
十
三

平
成　

元

　
　
　

二

一
九
四
八

一
九
八
五

一
九
八
六

一
九
八
七

一
九
八
八

一
九
八
九

一
九
九
〇

・
開
基
百
十
五
年
の
記
念
事
業
と
し
て
町
内
小
学
校
陸

上
競
技
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
野
球
大
会
・
町
民
大
運

動
会
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
等
が
開
催
さ
れ
る
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
大
成
長
生
園
」
オ
ー
プ
ン

す
る
。

・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
檜
山
地
区
大
会
開
催
さ
れ
る
。
四

百
余
名
市
街
地
を
行
進
す
る
。

・
第
一
回
町
民
歩
こ
う
会
開
催
さ
れ
る
。
二
百
余
名
が

参
加
す
る
。

・
東
部
町
内
会
設
立
さ
れ
る
。

・
奇
岩
親
子
熊
岩
道
南
五
景
に
選
ば
れ
る（「
あ
な
た
が

選
ぶ
北
海
道
」
絵
ハ
ガ
キ
図
案
）。

・
「
ク
ン
・
ル
ー
夢
の
国
」
本
格
焼
酎
を
大
成
産
と
し

て
売
り
出
す
。

・
ヒ
ラ
メ
の
海
中
飼
育
を
開
始
す
る
。
本
陣
町
内
会
設

立
さ
れ
る
。

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
円
空
」
撮
影
の
た
め
俳
優
丹
波
哲

郎
・
女
優
倍
賞
美
智
子
等
来
町
、
撮
影
に
入
る
。

・
定
灯
篭
百
三
十
一
年
ぶ
り
に
復
元
（
安
政
四
年
の
奉

納
）
さ
れ
る
。

・
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
二
千
日
達
成
表
彰
さ
れ
る
。

・
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
一
億
円
の
事
業
意
見
書
会
長
よ

り
町
長
へ
提
出
さ
れ
る
。

・
新
設
の
町
民
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
第
一
回
町
民

ス
キ
ー
大
会
開
催
さ
れ
る
。

・
貝
取
澗
二
洞
窟
発
掘
調
査
開
始
す
る
（
開
拓
記
念
館

六
ヵ
年
計
画
）。

・
第
一
回
商
業
祭
開
催
さ
れ
る
。

・
商
工
会
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
。

・
檜
山
広
域
消
防
組
合
が
檜
山
広
域
行
政
組
合
に
変
更

さ
れ
支
署
は
大
成
消
防
署
に
改
称
さ
れ
る
。

■
大
成
町
開
基
百
十
五
年
・
役
場
庁
舎
落
成
記

　

念
式
典

　

昭
和
五
十
九
年
十
月
十
五
日
、
先
人
の
苦
労
の
あ

と
を
偲
ん
で
、
町
民
等
し
く
過
去
の
輝
か
し
い
歴
史

と
そ
の
栄
光
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
次

代
を
担
う
人
々
が
、
こ
れ
を
反
省
の
機
会
と
し
て
、

大
成
町
の
今
後
一
層
の
開
発
、
発
展
に
役
立
て
て
い

く
決
意
を
新
た
に
し
役
場
庁
舎
の
落
成
を
機
に
「
と

も
に
築
い
た
百
十
五
年　

未
来
に
は
ば
た
く
ゆ
た
か

な
大
成
町
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
か
か
げ
「
大
成
町

開
基
百
十
五
年
・
役
場
庁
舎
落
成
記
念
式
典
」
を
挙

行
、
多
く
の
記
念
事
業
や
行
事
を
実
施
し
た
。★大成町の発展に貢献された方々多数が出席

　（開基１１５年記念表彰式）

★１０月５日町民センターで開催された
　「大成町開基１１５年・庁舎落成記念式典」

★平成７年１０月完成の大成高等学校

昭
和
二
十
七

　
　

二
十
八

　
　

三
十

　
　

三
十
五

　
　

三
十
八

　
　

三
十
九

　
　

四
十

　
　

四
十
八

　
　

五
十
二

　
　

五
十
六

　
　

五
十
七

　
　

五
十
八

平
成　

二

　
　
　

六
十
一
月　

一
日

十
一
月　

五
日

　

四
月　

一
日

　

四
月　

一
日

　

四
月
二
十
四
日

　

九
月
十
六
日

　

七
月
三
十
日

十
二
月
十
九
日

　

三
月
二
十
日

　

一
月
二
十
五
日

　

三
月
十
四
日

　

三
月
十
九
日

　

四
月　

五
日

十
二
月　

六
日

　

四
月　

八
日

　

四
月
十
二
日

十
一
月
二
十
一
日

　

一
月　

八
日

　

十
月
十
二
日

　

三
月
二
十
三
日

　

六
月
三
十
日

東
瀬
棚
高
等
学
校
久
遠
分
校
が
北
海
道
久
遠
高
等
学

校
と
し
て
認
可
。

平
田
内
小
学
校
平
和
分
校
が
改
築
。

久
遠
小
学
校
富
磯
分
校
が
開
校
。（
昭
二
七
・
一
二
・

一
認
可
、
四
年
生
ま
で
）

平
田
内
小
中
学
校
平
和
分
校
が
独
立
認
可
さ
れ
、
平

和
小
中
学
校
と
な
る
。

大
成
高
等
学
校
校
舎
新
築
落
成
開
校
十
周
年
記
念
式

を
挙
行
。

集
中
豪
雨
に
て
富
磯
分
校
が
流
失
。

平
和
小
中
学
校
が
廃
校
。

富
磯
分
校
校
舎
落
成
式
を
挙
行
。

太
田
小
中
学
校
校
舎
新
築
。

久
遠
小
学
校
校
舎
改
築
落
成
式
を
挙
行
。

長
磯
中
学
校
閉
校
式
を
挙
行
。

久
遠
、
太
田
、
平
田
内
、
貝
取
澗
中
小
学
校
閉
校
式

を
挙
行
。

大
成
中
学
校
開
校
式
・
入
学
式
を
挙
行
。
町
内
中
学

校
一
校
と
な
る
。

大
成
中
学
校
校
舎
が
改
築
。

大
成
高
等
学
校
全
日
制
課
程
認
可
（
十
二
月
十
日
）、

入
学
式
を
挙
行
。

町
内
小
中
学
校
の
給
食
が
開
始
。

長
磯
小
学
校
改
築
落
成
並
び
に
創
立
百
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
。

太
田
小
学
校
、
貝
取
澗
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
。

大
成
高
等
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
が
久
遠
神
楽
で
優

秀
賞
を
受
賞
。

太
田
小
学
校
百
十
二
年
の
歴
史
に
幕
、
休
校
と
な
る
。

貝
取
澗
小
学
校
百
十
二
年
の
歴
史
に
幕
、
休
校
と
な

る
。



１８大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

年　
　

号

平
成　

三

　
　
　

四

　
　
　

五

　
　
　

六

　
　
　

七

　
　
　

八

西　
　

暦

一
九
九
一

一
九
九
二

一
九
九
三

一
九
九
四

一
九
九
五

一
九
九
六

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
太
田
定
灯
篭
展
望
所
、
観
光
ト
イ
レ
施
設
整
備
と
な

る
。

・
久
遠
小
学
校
「
緑
の
少
年
」
結
団
式
開
催
さ
れ
る

（
団
員
二
十
六
名
）。

・
社
会
福
祉
法
人
「
大
成
町
社
会
福
祉
協
議
会
」
発
足

す
る
。
会
長
に
石
原
廣
紹
氏
就
任
す
る
。

・
大
成
消
防
団
に
初
の
女
性
消
防
団
員
誕
生
、
団
員
十

一
名
の
入
団
式
を
実
施
す
る
。

・
第
四
十
三
回
檜
山
管
内
消
防
訓
練
大
会
開
催
さ
れ
る
。

・
岐
阜
県
洞
戸
村
へ
青
年
層
中
心
の
研
修
を
実
施
す
る
。

・
七
月
十
二
日
午
後
十
時
十
七
分
、
北
海
道
南
西
沖
地

震
発
生
し
、
大
津
波
襲
来
に
よ
り
大
被
害
発
生
す
る
。

犠
牲
者
十
名
、
被
害
総
額
五
十
億
円
に
達
す
る
。

・
大
成
消
防
団
災
害
活
動
の
功
績
に
よ
り
内
閣
総
理
大

臣
・
消
防
庁
長
官
よ
り
表
彰
さ
れ
る
。

・
太
田
小
学
校
百
十
二
年
の
歴
史
に
幕
、
休
校
と
な
る
。

・
道
の
駅
「
て
っ
く
い
ラ
ン
ド
」
完
成
オ
ー
プ
ン
す
る
。

・
岐
阜
県
洞
戸
村
洞
戸
中
学
校
三
年
生
修
学
旅
行
で
来

町
、
大
成
町
に
一
泊
し
、
大
成
中
と
交
流
す
る
。

・
大
成
町
商
工
会
新
会
館
落
成
式
を
挙
行
す
る
。

・
防
災
行
政
無
線
設
置
工
事
施
行
さ
れ
る
。

・
大
成
町
農
業
協
同
組
合
が
若
松
農
業
協
同
組
合
に
吸

収
合
併
と
な
る
。

・
大
成
高
等
学
校
校
舎
改
築
落
成
式
を
挙
行
す
る
。

・
防
災
行
政
無
線
完
成
す
る
。

・
湯
と
ぴ
あ
臼
別
（
臼
別
温
泉
）
オ
ー
プ
ン
す
る
。

・
大
成
消
防
団
日
本
消
防
協
会
よ
り
表
彰
旗
を
授
与
す

る
。

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
オ
ー
プ
ン
す
る
。

■
体
験
型
観
光
施
設
整
備
事
業

　

こ
の
事
業
の
始
ま
り
と
し
て
、
北
海
道
南
西
沖
地

震
発
生
の
年
に
着
手
し
、
翌
年
の
平
成
六
年
四
月
二

十
九
日
、
道
の
駅
「
て
っ
く
い
ラ
ン
ド
大
成
」
を
平

浜
の
地
に
オ
ー
プ
ン
。
道
の
駅
の
発
想
は
「
道
路
に

も
鉄
道
の
駅
の
よ
う
な
憩
い
の
場
を
」
と
の
提
唱
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第

十
一
次
道
路
整
備
計
画
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
道

の
駅
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

道
の
駅
は
、
二
十
四
時
間
利
用
可
能
な
無
料
の
駐

車
場
と
清
潔
な
ト
イ
レ
を
有
し
、
道
路
及
び
地
域
情

報
等
を
提
供
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
駅
は
、
日
本
海
に
面
し
沖
合
に
は
奥
尻
島
が
眺

望
で
き
る
国
道
二
二
九
号
、
追
分
ソ
ー
ラ
ン
ラ
イ
ン

沿
い
に
位
置
し
、
敷
地
内
に
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
野

外
ス
テ
ー
ジ
・
温
水
シ
ャ
ワ
ー
施
設
を
備
え
、
町
民

の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
九
年
七
月
に
は
前
浜
に
「
平
浜
海
水

浴
場
」「
て
っ
平
・
ひ
ら
ら
交
流
舘
」
が
同
時
に
オ
ー

プ
ン
し
、
体
験
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
拠
点
と
し
て
整

備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　★平浜海水浴場風景

★道の駅イベント広場で毎年行
われている「わっためがして
大成」によるよさこい演舞

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業

　

世
帯
構
造
や
生
活
意
識
の
変
化
に
よ
る
高
齢
人
口

が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
寝
た
き
り
老
人
や
一
人

暮
ら
し
老
人
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
年

に
五
十
名
を
収
容
で
き
る
特
別
養
護
老
ホ
ー
ム
を
建

設
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
家
建
一
、
七
〇
二
・

八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
そ
の
後
、
平
成
八
年
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
、
施

設
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
「
大
成
慈
恵
会
」
が
行
っ

て
お
り
ま
す
。
毎
年
、
保
育
園
児
や
子
供
会
、
婦
人

会
な
ど
が
定
期
的
に
慰
問
に
訪
れ
踊
り
な
ど
を
披
露

し
て
い
ま
す
。

★大成保育園児による施設慰問



１９ 大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

平
成　

八

　
　
　

九

　
　

十

　
　

十
一

　
　

十
二

　
　

十
三

　
　

十
四

一
九
九
六

一
九
九
七

一
九
九
八

一
九
九
九

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
一

二
〇
〇
二

・
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
久
遠
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る
。

参
加
者
は
七
百
余
名
。

・
東
京
大
成
会
創
立
十
五
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ

る
。（
六
十
五
名
参
加
）

・
上
浦
町
内
会
設
立
さ
れ
る
。

・
て
っ
平
・
ひ
ら
ら
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

・
平
浜
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン
安
全
祈
願
祭
執
行
さ
れ
る
。

・
南
西
沖
地
震
復
興 
鎮
魂
の
塔
除
幕
式
・
追
悼
式
を
開

催
す
る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
絡
協
議
会
設
立
十
周
年
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
る
。

・
「
が
っ
ぱ
り
海
の
幸
フ
ェ
ス
タ　

わ
っ
た
め
が
し
て

in

大
成
」
開
催
さ
れ
る
。

・
十
二
時
間
ロ
ン
グ
ラ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
催
さ
れ
る
。

・
大
成
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
祝
賀
会
が

挙
行
さ
れ
る
。

・
平
浜
町
内
会
設
立
さ
れ
る
。

・
大
成
町
体
育
協
会
三
十
周
年
記
念
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
開
催
さ
れ
る
。

・
大
成
消
防
団
、
消
防
庁
長
官
よ
り
竿
頭
綬
を
授
与
す
る
。

・
檜
山
管
内
合
唱
祭
開
催
さ
れ
る
。

・
道
々
北
檜
山
大
成
線
道
路
改
良
工
事
、
安
全
祈
願
祭

を
実
施
す
る
。

・
町
村
合
併
検
討
協
議
会
委
員
辞
令
交
付
式
を
実
施
す

る
。

・
西
部
町
内
会
・
み
や
こ
の
丘
自
治
会
設
立
さ
れ
る
。

・
六
町
親
善
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
さ
れ
る
。

・
函
館
バ
ス
生
活
路
線
（
北
檜
山
〜
大
成
間
）
太
田
区

間
が
延
長
運
行
と
な
り
太
田
始
発
式
を
実
施
す
る
。

・
都
第
五
地
区
町
内
会
・
み
や
こ
町
内
会
・
都
本
通
町

内
会
・
い
さ
り
び
町
内
会
設
立
さ
れ
る
。

■
北
海
道
南
西
沖
地
震

　

平
成
五
年
七
月
十
二
日
午
後
十
時
十
七
分
に
発
生

し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
は
未
曾
有
の
大
災
害
を
も

た
ら
し
、
死
者
二
百
名
、
行
方
不
明
者
二
十
九
名
、

家
屋
全
壊
五
百
五
十
一
戸
に
及
ぶ
な
ど
の
被
害
が
発

生
。
大
成
町
に
お
い
て
も
十
名
の
犠
牲
者
を
だ
し
、

住
宅
の
全
・
半
壊
が
七
十
四
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
は
暖
か
い
救
護
の
手
や
義
援
金
が

寄
せ
ら
れ
、
町
と
し
て
も
い
ち
早
く
被
災
者
救
護
や

住
宅
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
「
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
」
に
着
手
し
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
太
田

地
区
集
落
の
再
編
整
備
事
業
や
、
平
浜
・
上
浦
地
区

の
防
潮
水
門
、
防
潮
堤
の
建
設
、
災
害
情
報
な
ど
の

伝
達
手
段
と
な
る
「
防
災
行
政
無
線
」
を
設
置
す
る

な
ど
、
防
災
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

★津波被害を受けた直後の状況

★町並み整備が図られた太田地区集落

■
防
災
行
政
無
線
整
備

　

災
害
か
ら
の
教
訓
と
し
て
、
情
報
伝
達
の
迅
速
化

が
強
く
切
望
さ
れ
「
町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
平
成
七

年
五
月
に
防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、
現
在
は
多
目

的
な
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

★役場内に設置された放送室からの放送風景

★
当
時
、
貝
取
澗
地
区
の
穴
澗
山
頂
上

付
近
に
建
設
さ
れ
た
中
継
施
設
。
平

成
十
四
年
に
維
持
管
理
面
や
難
聴
解

消
な
ど
の
た
め
対
岸
の
奥
尻
島
高
台

に
移
設
さ
れ
る
。



２０大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

年　
　

号

平
成
十
五

　
　

十
六

　
　

十
七

西　
　

暦

二
〇
〇
三

二
〇
〇
四

二
〇
〇
五

事　
　
　
　
　
　
　

項

・
北
部
四
町
合
併
問
題
協
議
会
を
設
置
す
る
。 

会
長

に
大
成
町
長
就
任
す
る
。

・
公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始
さ
れ
る（
東
部
〜
都
間
）。

・
公
共
下
水
道
通
水
式
を
実
施
す
る
。

・
ひ
や
ま
漁
協
大
成
支
所
事
務
所
開
所
及
び
落
成
式
が

開
催
さ
れ
る
。

・
久
遠
漁
港
水
産
物
荷
捌
施
設
落
成
式
を
開
催
す
る
。

長
磯
町
内
会
設
立
さ
れ
る
。

・
第
五
十
三
回
檜
山
管
内
消
防
総
合
訓
練
大
会
開
催
さ

れ
る
。

・
大
成
駐
在
所
新
事
務
所
開
所
式
を
開
催
す
る
。

・
北
檜
山
大
成
線
帆
越
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
式
を
挙
行
す

る
。

・
台
風
十
八
号
襲
来
す
る
。
高
潮
・
暴
風
に
よ
る
被
害

甚
大
で
犠
牲
者
一
名
。

・
第
十
回
檜
山
北
部
三
町
合
併
協
議
会
開
催
さ
れ
る
。

・
町
内
全
地
区
で
住
民
合
併
説
明
会
を
開
催
す
る
。

・
十
二
月
七
日
、
檜
山
北
部
三
町
合
併
協
定
調
印
式
を

開
催
す
る
。

・
十
二
月
二
十
一
日
、
廃
置
分
合
・
議
会
の
議
員
の
定

数
に
関
す
る
協
議
等
合
併
関
連
議
案
を
大
成
町
議
会

に
お
い
て
可
決
す
る
。

・
一
月
十
七
日
、
久
遠
郡
大
成
町
、
瀬
棚
郡
瀬
棚
町
及

び
同
郡
北
檜
山
町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
北
海
道
知

事
に
申
請
す
る
。

・
二
月
七
日
、
久
遠
郡
大
成
町
、
瀬
棚
郡
瀬
棚
町
及
び

同
郡
北
檜
山
町
の
廃
置
分
合
に
よ
る
合
併
特
例
区
の

設
置
に
つ
い
て
北
海
道
知
事
に
申
請
す
る
。

・
三
月
三
十
一
日
、
せ
た
な
町
の
属
す
べ
き
郡
の
区
域

を
久
遠
郡
と
す
る
決
定
書
が
北
海
道
よ
り
公
布
さ
れ

る
。

★帆越山トンネル開通式でテープカット
　する関係者

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
整
備
事
業

　

平
成
九
年
に
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
、
上
浦
か
ら
湯
の
尻
地
区
に
至
る
五

十
九
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲
を
処
理
区
域
と
す
る

事
業
認
可
を
建
設
省
よ
り
受
け
て
管
渠
の
布
設
工
事

な
ど
が
進
め
ら
れ
、
平
成
十
五
年
に
「
浄
化
セ
ン

タ
ー
」
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
同
年
三
月
三
十
一

日
に
「
大
成
町
公
共
下
水
道
通
水
式
」
を
行
い
一
部

区
域
の
供
用
開
始
を
祝
っ
た
。

★久遠地域における排水管渠の布設工事

★事業の推進に係わった方による「通水式」
　でのテープカット
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★住民合併説明を聴く地域住民（都地区）

■
檜
山
北
部
三
町
合
併
協
定
調
印
式

　

檜
山
北
部
三
町
合
併
協
議
会
の
合
併
協
定
調
印
式

が
平
成
十
六
年
十
二
月
七
日
に
北
檜
山
町
健
康
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
合
併
協
議
に
係
わ
る
経
過
報
告

の
後
に
、
三
町
の
町
長
が
合
併
協
定
書
に
署
名
・
調

印
し
、
続
い
て
特
別
立
会
人
の
平
沼
栄
二
檜
山
支
庁

長
と
二
十
二
名
の
協
議
会
委
員
が
署
名
を
し
ま
し
た
。

★署名・調印後に握手を交わす３町長

★第１０回檜山北部合併協議会開催状況

★協定書に署名する当町の委員

■
「
北
海
道
最
西
端
の
地
」
の
確
認

　

★
情
報
提
供
者　

国
土
地
理
院
北
海
道
測
量
部　

本
木
氏

　

（
一
）
北
海
道
の
北
海
道
最
西
端
の
地　

北
檜
山
町
船
隠
（
尾
花
岬
の
北
檜
山
寄
り
）

　

（
二
）
位
置　

北
緯
四
二
度
一
八
分
三
一
秒　

東
緯
一
三
九
度
四
六
分
一
一
秒

　

（
三
）
大
成
町
尾
花
岬　

北
緯　

四
二
度
〇
八
分
（
△
三
一
秒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
緯
一
三
九
度
四
六
分
（
△
一
一
秒
）

　

★
情
報
提
供
者　

北
海
道
開
拓
記
念
館　

学
芸
員　

右
代
氏

　

（
一
）
北
海
道
の
北
海
道
最
西
端
の
地　

北
檜
山
町
船
隠
（
尾
花
岬
の
北
檜
山
寄
り
）

　

（
二
）
位
置　

北
緯
四
二
度
一
八
分
四
五
秒　

東
緯
一
三
九
度
四
六
分
一
二
秒

　

（
三
）
大
成
町
尾
花
岬　

北
緯　

四
二
度
一
八
分
〇
四
秒
（
△
四
一
秒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
緯
一
三
九
度
四
六
分
一
五
秒
（
△
〇
三
秒
）

平
成
十
七

二
〇
〇
五

・
四
月
二
十
八
日
、
町
の
廃
置
分
合
（
総
務
省
告
示
第

五
百
二
十
二
号
）・
郡
の
区
域
決
定
（
総
務
省
告
示
第

五
百
二
十
三
号
）
が
官
報
告
示
さ
れ
る
。

・
八
月
二
十
四
日
、
大
成
町
表
彰
式
並
び
に
大
成
町
閉

町
式
が
挙
行
さ
れ
る
。

・
八
月
三
十
一
日
、
大
成
町
閉
庁
式
が
挙
行
さ
れ
る
。
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国
勢
調
査
は
、
人
口
や
世
帯
数
、
就
業
状

態
な
ど
、
国
の
現
在
の
実
態
を
把
握
し
、
行

政
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。
平
成
十
七
年
国
勢
調
査
で
は
、

社
会
経
済
や
人
口
構
造
の
転
換
期
に
あ
る〝
今

の
日
本
〞
を
明
ら
か
に
す
る
統
計
デ
ー
タ
が

得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
十
月
一
日
現
在
、
ふ
だ
ん
日

本
に
住
む
人
す
べ
て
が
国
勢
調
査
の
対
象
者

で
す
。

　

九
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
国
内
の
全

世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
十
月

一
日
現
在
の
状
況
を
み
な
さ
ん
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
十

月
上
旬
に
再
び
国
勢
調
査
員
が
各
世
帯
に
訪

問
し
、
回
収
し
ま
す
。
調
査
期
間
中
、
自
宅

を
留
守
に
す
る
場
合
に
は
、
国
勢
調
査
担
当

に
連
絡
し
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

調
査
へ
の
回
答
は
、
統
計
法
で
国
民
の
義

務
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不

申
告
ま
た
は
虚
偽
の
申
告
を
行
っ
た
人
に
対

す
る
罰
則
規
定
も
あ
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
平
成
十
七
年
十
二

月
下
旬
に
速
報
値
と
し
て
、
市
区
町
村
別
男

女
別
人
口
及
び
世
帯
数
を
公
表
し
、
平
成
十

八
年
六
月
に
は
、
速
報
値
（
抽
出
速
報
集
計
）

と
し
て
、
国
勢
調
査
の
す
べ
て
の
調
査
事
項

を
集
計
し
、
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

今
回
集
計
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
こ
れ
ま
で
み

な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
国
勢
調
査
の

結
果
は
、
国
勢
調
査
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

調
査
票
を
配
布
、
回
収
す
る
国
勢
調
査
員

は
、
市
町
村
長
の
推
薦
に
基
づ
い
て
総
務
大

臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

　

今
回
は
、
個
人
情
報
の
保
護
を
一
層
徹
底

さ
せ
る
た
め
に
国
勢
調
査
員
用
に
「
個
人
情

報
保
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
世
帯
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
に
対
す
る
適
切
な
対
応

方
法
、
秘
密
保
護
、
封
入
提
出
調
査
票
の
取

扱
い
、
調
査
票
の
厳
重
管
理
に
つ
い
て
、
指

導
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
封
入
提
出
に
使
用
で
き
る
「
調
査

書
類
整
理
用
封
筒
」
を
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
調
査
票
を
封
入
し
て
提
出
し
た
い

場
合
に
は
、「
調
査
書
類
整
理
用
封
筒
」
に
入

れ
、「
調
査
票
封
入
シ
ー
ル
」
で
封
を
し
て
国

勢
調
査
員
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
私
た
ち
の
身
近
な
生

活
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
方
自
治
法
」「
地
方
交
付
税
法
」「
都
市

計
画
法
」
な
ど
の
各
種
法
令
で
は
、
国
勢
調

査
で
得
ら
れ
た
人
口
を
用
い
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
衆
議
院
議
員

（
小
選
挙
区
選
出
議
員
）
の
選
挙
区
の
画
定

及
び
議
員
定
数
（
比
例
代
表
区
）
や
、
地
方

交
付
金
の
算
定
等
の
法
定
人
口
は
、
最
新
の

国
勢
調
査
の
人
口
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
、
雇
用
、
年
金
・

医
療
費
、
防
災
へ
の
対
策
な
ど
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保

険
・
人
口
問
題
研
究
所
か
ら
発
表
さ
れ
て
い

る
人
口
や
世
帯
数
の
将
来
推
計
の
い
ず
れ
も

国
勢
調
査
の
結
果
を
基
に
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
の
最
も
基
本
的
な
構
成
要
素
で
あ
る

人
口
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
し
た
国

勢
調
査
の
結
果
は
、
こ
の
よ
う
に
行
政
を
適

切
に
進
め
る
上
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
資

料
な
の
で
す
。

　

そ
の
他
、
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
だ
け

で
な
く
、
大
学
、
一
般
の
企
業
、
各
種
団
体

な
ど
に
お
い
て
も
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
民
一
人
一
人
の
協
力
に
よ
り
、
国
勢
調

査
の
結
果
が
日
本
の
明
日
を
つ
く
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

平 成１７年 国 勢 調 査 の 調 査 項 目平 成１７年 国 勢 調 査 の 調 査 項 目
今回は、下記１７項目に関して調べます。
１．世帯員一人一人に関する項目
①氏名　　　　　　②男女の別　　　③出生の年月
④世帯主との続柄　⑤配偶の関係　　⑥国籍
⑦就業状態　　　　⑧就業時間　　　⑨所属の事業所の名称及び事業の種類
⑩仕事の種類　　　⑪従業上の地位　⑫従業地又は通学地

２．世帯に関する事項
①世帯の種類　　　②世帯員の数　　③住居の種類
④住宅の床面積　　⑤住宅の建て方

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
のののののののののののののののののののの
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
をををををををををををををををををををを
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
とととととととととととととととととととと
なななななななななななななななななななな
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

日
本
の
明
日
を
つ
く
る
基
礎
資
料
と
な
る

二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀
最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初
のののののののののののののののののののの
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
がががががががががががががががががががが
はははははははははははははははははははは
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
まままままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　

二
十
一
世
紀
最
初
の
国
勢
調
査
が
は
じ
ま
り
ま
す

平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
、
五
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
と
し
て
大
正
九
年
以
来
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
十
八
回
目
の

調
査
と
な
り
ま
す
。
国
勢
調
査
の
意
義
と
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■関連ホームページ：国勢調査広報サイト（ＣＥＮＳＵＳ ＰＡＲＫ） http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2005/kouhou/index.htm

　

国
の
施
策
を
行
う
た
め
の

　
　
　
　
　

基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
の
役
割

　

国
勢
調
査
の
回
答
は
国
民
の
義
務

　

み
な
さ
ん
の
個
人
情
報
を
守
る

　

私
た
ち
の
身
近
な
生
活
に
生
か
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
結
果

������

������
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がっぱり あわび・もちまきがっぱり　あわび・もちまき ツートン青木のものまねショーツートン青木のものまねショー

ＹＯＳＡＫＯＩソーラン大競演ＹＯＳＡＫＯＩソーラン大競演 わっためがして選手権わっためがして選手権

郷 土 芸 能郷　土　芸　能

ヒラメつかみ取り大会ヒラメつかみ取り大会

ががががががががががががががががががががががががががががががががががっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海のののののののののののののののののののののののののののののののののの幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェススススススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
　　　　 iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnin わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめがががががががががががががががががががががががががががががががががしししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててて大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成わっためがして大成

新鮮な海の幸も大好評！新鮮な海の幸も大好評！



２４大成町閉町記念誌大成町閉町記念誌

お
元
気
で
す
か

保
健
師
で
す

　

今
、
日
本
人
女
性
の　

人
に
１
人
が

２５

乳
が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
、
女
性
の

壮
年
層
（　

〜　

歳
）
の
が
ん
死
亡
原

３０

６４

因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
正
し
い
知
識
と
検
診
が
あ
な
た
を

守
り
ま
す
。

　

な
ぜ
検
診
を
受
け
な
い
人
が
い
る
の

で
し
ょ
う
。「
忙
し
い
か
ら
」「
恥
ず
か

し
い
か
ら
」
と
検
診
を
先
延
ば
し
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　

で
も
、
乳
が
ん
は
早
期
発
見
が
何
よ

り
大
事
。
早
期
な
ら　

％
以
上
が
治
癒

９５

し
、
乳
房
の
外
観
を
保
つ
治
療
も
可
能

に
な
り
ま
す
。

○
乳
が
ん
検
診
と
は
？

　

乳
が
ん
検
診
は
、
よ
り
精
度
が
高
い

と
さ
れ
る
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
併
用
検
診
と
な
り
ま
す
。
原
則
と
し

�
�

�
�
�
�
�
�

て
対
象
は
、　

歳
以
上
の
女
性
に
２
年

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

４０

に
１
回
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

な
お
、
年
齢
に
よ
り
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
（
Ｘ
線
撮
影
）
の
枚
数
の
違
い
か
ら
、

　

歳
未
満
の
方
は
料
金
が
高
く
な
り
ま

５０す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
が
ん
は
、
が
ん
の
で
き
る
部
位

に
よ
り
、
頸
が
ん
と
体
が
ん
の
２
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
が
ん
は　

歳
４０

代
以
上
の
病
気
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
子
宮
が
ん
の
な
か
で
も
子
宮
の
入

口
付
近
に
で
き
る
「
子
宮
頸
が
ん
」
は
、

　

歳
代
に
急
増
中
で
す
。

２０

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う
！

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
最
近
に
な
っ
て
セ

ッ
ク
ス
で
感
染
す
る
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
」
が
深
く
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
初
期
段

階
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と

か
ら
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
何
よ

り
大
切
で
す
。
セ
ッ
ク
ス
の
経
験
が
あ

れ
ば
年
齢
が
若
く
て
も
定
期
的
な
検
診

が
必
要
で
す
。

　

子
宮
体
が
ん
も
以
前
は
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
す
べ
て
の
年
齢
層
で
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
で
検
査
を

受
け
て
い
な
い
方
で
閉
経
前
後
の
方
な

ど
、
希
望
に
よ
り
子
宮
体
が
ん
の
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

第　

回
１２１

で
す
。

乳
が
ん
に
つ
い
て

乳がん・子宮がん検診を実施します！乳がん・子宮がん検診を実施します！
日 に ち：９月２３日（金）
場　　所：大成町民センター
受付時間：８：３０～９：３０
　　　　　１２：３０～１３：００
申込締切：８月３１日（水）まで
申 込 先：町民課保健衛生係
　　　　　地区の保健推進員
【お問い合わせ先】
　役場町民課保健衛生係　�４－５５１１（内線２５２、２５７）
※当日受診はできませんので、必ず事前にお申込ください。
� ����������������������������������������������

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
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�
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　アスベスト（石綿）の
　健康相談を行っています

　アスベストは、石綿と呼ばれる繊維状の鉱
物で、日本ではその９割が建設資材として活
用されてきました。
　しかし、空中に飛散した繊維を吸い込むと
肺がん・中皮腫などの病気を引き起こすこと
で知られています。
　八雲保健所では、アスベストによる健康へ
の影響について、電話等による相談を行って
おります。
　以前、アスベストを吸い込んだ可能性があ
る場合、どこに検査に行ったらよいのか、ど
のような検査でわかるのかなど、アスベスト
に関しての情報提供や、健康相談を行ってお
りますので、お気軽にご相談ください。

相談時間：月曜～金曜　９：００～１７：００

【お問い合わせ先】
　八雲保健所　�０１３７６－３－２１６８

〔検診料金〕
○乳がん
　５０歳未満　４，１００円
　５０歳以上　３，１００円
○子宮がん　１，０００円
○経膣エコー　５００円
○子宮体部がん５００円

子
宮
が
ん
に
つ
い
て
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１０月１日から、ごみをステーションに出す場合、
組合の指定するごみ袋以外でのごみの排出は禁止になります！！

～ご協力をお願いいたします～
　北部桧山衛生センター組合では、平成１３年１１月と平成１６年４月に燃えない
ごみの破砕施設で２度の大きな爆発事故があり甚大な被害が発生しました。
　幸いなことに２回とも人的な被害はありませんでしたが、一歩間違えば大
惨事になり得る爆発事故です。
　原因は、組合の収集した不燃ごみのなかにプロパンボンベが混入されてい
たものです。
　このことを教訓に組合では、公共の財産と作業員の安全を確保するため、
ごみ処理中の爆発・火災事故の未然防止対策を検討した結果、組合が指定す
るごみ袋以外のごみの容器を使用することを禁止しますので、住民のみなさ
まのご理解とご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】　北部桧山衛生センター組合総務係　�０１３７８－６－００７０

年
金
コ
ー
ナ
ー

質問にお答えします皆さんから
お尋ねの多い

過去に加入していた厚生年金期間は、国民年金に反映されますか？
Ｑ
��

将来のため、万が一の場合のため、国民年金保険料を納めましょう。

　公的年金は合算されます。

　過去の厚生年金加入期間と国民年金を納めた期間

を合わせて「２５年以上」あれば、老齢年金が受けら

れます。国民年金保険料を納めていないと過去の厚

生年金が掛け捨てになるばかりか、万一事故や病気

で障害が残っても障害年金が受けられない場合があ

ります。将来厚生年金に加入するようになっても同

様です。

　年金の記録を早めに確認して、きちんと納めてい

くことが大切です。

Ａ

現在、組合で発行しているごみ処理券は、従来どおり使
用することができます。
　家具類や自転車などの粗大ごみ（処理券２枚まで）、ダ
ンボールや木の枝などを重ねてひもで束ねたものにごみ
処理券を貼ってごみステーションに出してください。
　また、ごみを直接組合へ搬入する場合は市販の袋、ダ
ンボール箱などの容器の使用は可能です。

ごみ処理券の使用について
組合指定ごみ袋以外の容器とは、「市販ごみ
袋」、「ダンボール箱」などで現在ごみ処理券
を貼って出されている容器。
　これらの容器は、内容物が確認できないも
のが多く「危険ごみ」が混入していても分か
らずに収集し、処理をする過程で爆発や火災
事故につながる危険性があります。

組合の指定ごみ袋以外の容器とは？
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勇
壮
に
久
遠
神
楽
舞
う
（
大
成
高
等
学
校
）

第
二
十
九
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
あ
お
も
り
「
郷
土
芸
能
部
門
」

　

七
月
三
十
日
・
三
十
一
日
の
両
日
、

「
青
春
の
夢　

青
い
森
か
け
め
ぐ
り

文
化
の
虹
と
き
ら
め
い
て
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
青
森
県
（
五
所
川
原
市
）
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
に
お
い
て
、

大
成
高
等
学
校
の
全
校
生
徒
が
「
久
遠

神
楽
」
を
披
露
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
部
門
に
は
、
全
国
都
道
府

県
を
代
表
す
る
四
十
六
校
と
中
華
人
民

共
和
国
代
表
の
一
校
が
そ
れ
ぞ
れ
地
域

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
郷
土
芸
能
等
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

大
成
高
等
学
校
は
、
昨
年
度
岩
内
町

で
開
催
さ
れ
た
全
道
高
等
学
校
郷
土
研

究
発
表
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
、
今
回

の
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
、
発
表

に
向
け
て
熱
意
を
持
っ
て
継
承
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

閉
校
が
決
定
し
、
来
年
度
以
降
の
発

表
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
や
高
文
連
で

も
最
後
の
発
表
と
な
っ
た
こ
と
で
、
演

舞
後
、
生
徒
達
の
目
か
ら
は
そ
の
達
成

感
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

本
大
会
の
久
遠
神
楽
の
演
舞
に
は
文
化

奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

�

�

�

�
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◇学校開放講座が始まりました！！
　教育委員会では、住民の学習ニーズに広く対応するために
地域の教育力の向上と学習環境の整備を図り学校機能を活用
した学習機会の充実に努めております。
　これを受け、各学校では、開かれた学校づくりを目指し、
学校施設や教員の特技などを活用して地域の学習機会の拡
充・充実に向けた開放講座を実施しております。
　今年度実施される講座の詳細については、各家庭に広報誌
を配付しておりますのでそちらをご覧下さい。

我家に掛け軸（書道）

わかる初級パソコン

楽しい中級パソコン

楽しい手芸（テディベアー）

パソコン初歩の初歩

写真の撮り方

健康な身体づくり（テニポン）

親子で楽しもう（ストレッチ）

楽しい英会話

年賀状作成（パソコン）

今後行われる学校開放講座

平田内小学校開放講座「小学生水泳教室」平田内小学校開放講座「小学生水泳教室」
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平
成
十
七
年
度
の
大
成
町
成
人
式
が

八
月
十
四
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
成
人
十
七
名
が
出
席

し
、
多
数
の
来
賓
と
関
係
者
の
見
守
る

中
、
厳
粛
に
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
教
育
委
員
長
は
、

『
成
人
式
は
、
皆
さ
ん
に
大
人
と
し
て

の
責
任
や
義
務
を
自
覚
さ
せ
、
社
会
の

一
員
と
し
て
認
め
る
た
め
の
儀
式
で
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
皆
さ
ん
に
は

多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
反
面
、
社

会
的
・
同
義
的
・
法
律
的
な
義
務
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
の
成
人
式
を
契
機
に
、
強
い
精

神
力
と
豊
か
な
心
、
何
事
に
も
挑
戦
す

る
勇
気
と
気
力
を
持
っ
て
限
り
な
く
伸

び
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
大
成
に
限
り
な
い

愛
情
と
愛
着
心
を
持
っ
て
激
動
の
社
会

を
前
進
し
て
下
さ
い
。』と
式
辞
の
中
で

激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
さ
れ
た
来
賓
を
代
表
し

て
花
田
町
長
は
、

『
人
間
は
決
し
て
ど
う
生
き
る
べ
き

か
！
と
い
う
公
式
は
示
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
由
奔
放

に
生
き
て
い
い
も
の
で
は
な
い
。
自
分

の
さ
さ
や
か
な
行
為
が
何
ら
か
の
解
答

を
示
す
た
め
、
生
き
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を�
二
十
歳
の
青
春
の
け
じ
め�

と
し
て
自
分
の
胸
に
焼
き
付
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
世
は
六
十
年
周
期
と
も
い
わ
れ
る

大
き
な
胎
動
う
ね
り
の
中
で
の
競
争
社

会
で
す
。
挫
折
す
る
こ
と
な
く
一
歩
一

歩
自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し
て

く
だ
さ
い
。』
と
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
畑
議
会
議
長
は
、

『
進
む
人
生
の
道
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
い
て
も
、
常
に
自
信
と
誇
り
を
も
ち
、

自
分
な
り
の
夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
歩

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
日
を
機
に
、
今
後
、
よ
り
一
層
豊

か
な
発
想
に
よ
り
自
立
で
き
る
責
任
あ

る
社
会
人
と
し
て
自
己
研
鑽
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。』
と
、
新
成
人

に
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
栄

田
博
行
君
と
松
川
早
紀
さ
ん
が
、「
決

意
と
抱
負
を
新
た
に
し
て
、
若
い
力
を

社
会
に
発
揮
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」

と
力
強
く
成
人
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
祝
賀
会
が
行
わ
れ

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
ゲ
ー

ム
や
ス
ピ
ー
チ
を
通
し
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

《
ス
ポ
ー
ツ
･
健
康
づ
く
り
広
場
》

　

五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
実
施
し
て

き
た
健
康
づ
く
り
講
座
（
運
動
教
室
）

が
終
了
し
、
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
、
国
民
健
康
保
険
総
合
健
康
指
導
事

業
と
し
て
健
康
づ
く
り
運
動
教
室
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
栄
養
指
導

▽
肥
満
予
防

▽
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
そ
の
他

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し

い
た
し
ま
す

お
問
合
せ
先

　

国
民
健
康
保
険
係
及
び
保
健
衛
生
係

　

新
成
人
の
前
途
を
祝
福

「
平
成
十
七
年
度
大
成
町
成
人
式
」
厳
粛
に
挙
行　
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学
校
紹
介久

遠
小
学
校

久
遠
小
学
校

地
域
に
支
え
ら
れ
て

　

前
回
の
学
校
紹
介
で
は
、
昭
和
五
十

年
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
だ
熱
意
と
、
今
日
ま
で
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

本
校
の
教
育
活
動
は
、
こ
の
よ
う
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

地
域
の
方
々
の
物
心
両
面
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
基
で
ゆ
る
ぎ
な
く
展
開
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
近
く
の
お
寺
に
、
畑

を
借
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
の
苗
を
頂
く
な
ど
生
活
科
や

子
供
た
ち
の
栽
培
学
習
に
役
立
っ
て
お

り
ま
す
。

　

夏
の
五
年
生
に
よ
る
「
イ
カ
つ
け
」

体
験
学
習
に
は
、
毎
年
、
釣
り
船
を
快

く
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

冬
に
は
、
ス
キ
ー
連
盟
の
方
が
、
勤

め
の
非
番
の
日
に
疲
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
子
供
た
ち
の
ス
キ
ー
指
導

を
熱
心
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
学
校
へ
の
苦
言
も
含
め
地

域
の
方
々
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
賜
り

『
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
自
ら
活
動

す
る
子
』
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。宿

泊
研
修

　

五
年
生
が
、
七
月
七
日
・
八
日
の
両

日
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
一
名
が
体
調
を

く
ず
し
て
い
ま
し
た
の
で
十
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
の
熊
石
野
営
場
か
ら
、
本
年
度

は
ネ
イ
パ
ル
森
に
研
修
場
所
が
変
わ
り

ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
一
日
目
、
サ
イ
ク
ル

ラ
リ
ー
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
夕
食
作
り

（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
結
構
お
い
し
く
で

き
ま
し
た
）、
二
日
目
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
団
で
の
約
束
が
守
ら
れ
、
来
年
の

修
学
旅
行
に
つ
な
が
る
学
習
と
な
り
ま

し
た
。こ

れ
か
ら
の
行
事
等

９
／
１
（
木
）
祖
父
母
参
観
日

　

／　

（
日
）
学
習
発
表
会

１０

１６

　

／　

（
木
）
長
生
園
訪
問

１０

２７

　

／　

（
水
）

１２

２１

　
　
　
　
　

開
校
記
念
百
人
一
首
大
会

　

／　

（
木
）
終
業
式

１２

２２

２
／
５
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

「木の実や枝から飾り物を製作している５年生」「木の実や枝から飾り物を製作している５年生」

「畑で草取りをする１・２年生」「畑で草取りをする１・２年生」

祖父母参観日で、アヤトリを教えてもらう昨年の３年生祖父母参観日で、アヤトリを教えてもらう昨年の３年生
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＝
教
育
委
員
会
関
係
事
業
＝

（
八
月
・
九
月
の
主
な
予
定
）

◇
八
月
二
十
七
日
（
土
）

　

大
成
高
等
学
校
遠
泳
大
会

◇
八
月
二
十
八
日
（
日
）

　

図
書
館
読
み
聞
か
せ
の
会

◇
九
月
十
日
（
土
）

　

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
活
動
促
進
事
業

　

秋
の
自
然
観
察
会

◇
九
月
十
四
日
（
水
）

　

い
じ
め
防
止
さ
わ
や
か
集
会

　

少
年
の
主
張
大
会

◇
九
月
十
七
日
（
土
）

　

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
活
動
促
進
事
業

　

町
民
歩
こ
う
会

◇
九
月
二
十
三
日
（
金
）

　

大
成
高
等
学
校

　

交
通
安
全
競
歩
マ
ラ
ソ
ン

◇
九
月
二
十
五
日
（
日
）

　

図
書
館
読
み
聞
か
せ
の
会

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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教育委員会所管施設
利　用　者　数

７　月

◇図書館
　４４８名　累計２，０８３名

◇郷土資料館
　 ２７名　累計　 ６５名

◇青少年会館
　３５７名　累計１，４５１名

平成１７年度

　

大
成
町
教
育
委
員
会
主
催
の
児
童
生

徒
を
対
象
と
し
た
宿
泊
研
修
事
業
が
、

札
幌
市
を
会
場
に
、
八
月
八
日
か
ら
十

日
の
二
泊
三
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

四
名
を
中
心
に
、
都
市
で
の
生
活
を
と

お
し
、
ふ
る
さ
と
を
再
度
見
つ
め
る
機

会
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

五
月
に
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

事
前
に
研
修
地
を
視
察
し
、
日
程
や
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
を
つ
く
り
上
げ

参
加
し
た
小
学
生（
四
〜
六
年
生
八
名
）

が
、
自
分
た
ち
の
考
え
た
活
動
を
加
え
、

子
ど
も
達
が
自
発
的
に
活
動
を
進
め
る

も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
の
ク
ッ
キ
ー
作
り
体
験
や
、

大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
の
見
学
、
ホ

テ
ル
で
の
簡
単
な
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を

終
え
た
あ
と
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
と
し
て

夜
の
街
を
散
策
し
ま
し
た
。

が
企
画
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
る
一

日
費
や
し
体
験
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
留
寿
都
村
の
ル
ス
ツ
リ

ゾ
ー
ト
で
、
自
由
研
修
と
し
て
遊
具
乗

り
放
題
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
日
常
と
は
異
な
っ
た
都

市
で
の
三
日
間
の
生
活
を
通
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
「
新
し
い
ふ
る
さ
と
観
」
を
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

子
ど
も
達
の
中
か
ら
は
、「
大
成
と
全

然
違
う
！
」
な
ど
率
直
な
感
想
が
出
て

お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
互
い
が
協
力
し
合
い
、
自

分
の
こ
と
は
自
分
の
責
任
で
や
り
遂
げ

る
な
ど
、
異
年
齢
の
交
流
が
深
ま
り
、

ま
た
、
高
校
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

全
面
的
に
発
揮
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が

確
実
に
成
長
し
た
三
日
間
の
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
大
通
公
園
で
は
「
夏
祭

り
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
人
の
多
さ
に

驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
二
班
に
分
か
れ
、
地
下

鉄
を
利
用
し
た
り
、
地
図
を
片
手
に
徒

歩
で
市
内
を
回
り
、
必
修
研
修
場
所
の

札
幌
市
青
少
年
科
学
館
と
Ｓ
Ｔ
Ｖ
メ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
「
ス
ピ
カ
」
で
の
昆
虫

王
国
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ

都
市
で
の
生
活
体
験
を
通
し
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る

（
都
市
生
活
体
験
宿
泊
研
修
事
業　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
･
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
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お知らせお知らせ
ひ ろ ばひ ろ ば

自衛官採用試験日程等のお知らせ

※詳しくは、自衛隊函館地方連絡部今金募集事務所
または役場総務課までお問い合わせください。
　【お問い合わせ先】
　　自衛隊今金募集事務所　 �０１３７８－２－０２５８
　　役場総務課総務係　 �４－５５１１（内線２１１）

最　　終
合格発表

２　次　試　験１　　次
合格発表

１　次　試　験
受付期間資　　格募集種目

試験会場試 験 日試験会場試 験 日

１１月９日
函　館１０月８日

　～９日１０月３日北檜山９月１７日　８月１日
～９月８日

１８歳以上　　
２４歳未満の者一般曹候補学生

１１月１６日１８歳以上　　
２７歳未満の者曹 候 補 士

１月２６日千　歳１０月１５日
　～２０日１０月７日函　館９月２３日　８月１日

～９月８日
高卒（見込含）
２１歳未満の者航 空 学 生

１月１１日札　幌１１月１８日
　～１９日１１月１日函　館１０月１６日

　９月９日
～９月３０日

高卒（見込含）
２４歳未満の者看 護 学 生

２月１６日札　幌１２月１３日
　～１６日１２月７日函　館１１月１２日

　　１３日
高卒（見込含）
２１歳未満の者

防衛大学校
（一　般）

合格発表
採 用 試 験

受付期間資　　格募集種目
試験会場試験日

１１月１８日函　館

９月１９日
　　２０日
　　２５日

年間を通じ
て行ってお
ります。　１８歳以上　　

２７歳未満の者

男子
２等陸・
海・空士

９月２６日　８月１日
～９月９日女子

コリドール交流ネットワーク構想推進協議会伝言版

「真駒内神社例大祭」

■開催日／宵宮祭９月１４日（水）
　　　　　例大祭９月１５日（木）
　鮮やかに飾りづけられた山車や神
輿が町内を練り歩き、華やかに着飾
った踊子が華麗な舞を披露します。
※１５日午後７時ＪＡ北檜山前交差点
で、５台の山車による勇壮な太鼓合
戦があります。必見！

「今金八幡宮例大祭」

■開催日／宵宮祭９月１９日（月）
　　　　　例大祭９月２０日（火）
　道南最後のお祭り。３台の山車、
神輿が町内を練り歩き、踊りの披露
や笛・太鼓の音色で町内はお祭り一
色となります。午後７時Ａコープ交
差点ではけんか太鼓、神輿の共演が
行われます。

～長万部町ポイントガイド～
「平和祈念館」

　丸木似里・俊夫妻「原爆の図・母
子像」など、反戦と平和を願う心が
生んだ美術工芸品を展示。前庭には、
世界的彫刻家、本郷新の作品群が並
んでいます。（入場は無料）
■場　所／高砂町（センター通り）
■時　間／９：００～１７：００

「事比羅神社祭典」

■開催日／宵宮祭９月９日（金）
　　　　　例大祭９月１０日（土）
　各町内会が趣向を凝らした山車行
列のほか、かわいい子どもたちが着
飾って踊る奉納踊りや名物「馬鹿囃
子」など、瀬棚の秋を賑やかに彩り
ます。また、宵宮祭では、恒例の松
前神楽の披露も予定されています。

温泉紹介　秘湯「熊の湯」

　平田内川のダイナミックな渓谷の
岩棚に湧く天然の露天風呂（男女混
浴）です。豪快な渓谷美の中での入
浴は、野趣満点のひとときを満喫さ
せてくれます。国民宿舎ひらたない
荘より２．５�奥。男女別更衣室、駐
車場有り。（９月末閉鎖予定）
■利用料／無料

「はぴあ産直市」

　地元で採れた新鮮・安全・安心な
野菜や水産物・水産加工品等を販売
する産直市を毎月開催しています。
■開催日／毎月第２・第４土曜日
■時　間／１１：３０～１２：３０
■場　所／はぴあ八雲
【お問い合わせ先】
　　八雲商工会　�０１３７６－３－２５２５

北檜山町 今 金 町 長万部町

瀬 棚 町 熊 石 町 八 雲 町
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警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ警察署からのお知らせ

　北檜山警察署は、北檜山町・瀬棚町・大成町の合併に
ともない、警察署の名称が９月１日より「せたな警察署」
に変わります。（新住所は、久遠郡せたな町北檜山区徳
島４番地１７となります。）
　９月１日以降の届出書類などは、新しい警察署名でお
願いします。
○自動車運転免許証の住所変更
　更新時に変更しますので、合併時の手続きは必要あり
ません。なお、更新前に希望される方は、住所地を管轄
する警察署または、交番などで手続きをしてください。
　ただし、自己都合で住所が変更となる場合は、記載事
項の変更をしなければなりません。
○自動車保管場所証明書等関係
　住所変更の手続きは必要ありません。変更登録、移転
登録の申請時にあわせて手続きを行ってください。
○猟銃、刀剣類等所持許可関係
　本籍、住所の変更の手続きは必要ありません。なお、
書き換えを希望される方は、住所地または事業場を管轄
する警察署の窓口に申し出てください。

　【お問い合わせ先】
　　北檜山警察署　�０１３７８－４－６１１０

●大成町特定環境保全公共下水道管渠工事
　その１【上浦】

　工事概要○管　渠　工（推進工・開削工）
　　　　　　工 事 延 長　Ｌ＝１７７．６２ｍ
　　　　　　マンホール　Ｎ＝３箇所
　　　　　　公 共 桝　Ｎ＝６箇所
　工　　期○平成１８年１月２０日
　請負業者○�阿部組
　請負金額○４０，１８３，５００円

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」にににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててててててててて町発注工事「入札結果」について
　平成１７年７月２３日から８月１９日までに執行した、
町発注工事の「入札結果」をお知らせします。

　工事に対する町民のみなさんのご理解とご協力を
お願いいたします。

～北檜山警察署の名称が変わります～
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